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三
略の
抄物には抄者を異にしたり 、
資料的性格を異にするもの
が

比較的数多く現存する 。
清原
家の
もの
乃至は此
家と密接な関係を有

するかと推定される抄物に限定しても次表に掲げる五種八本を調査

するととが出来た 。

(
表1)
清
原
家の、
乃
至
は
此
家
と
密
接な
関
係
を
有
するか
と
推
定
さ
れ
る
三
略

の
抄
物(注l)
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此が為三略の
抄物は 、
抄物の
成立の
問題 、
或る抄物が仙の
抄物に如

何に影響を与えているかといった相承の
問題 、
又延ては抄物の
国語

資料としての
性格の
問題等
を考察するに恰好の
対象の
一
であると言

ってよい 。
清原
家の
学者中で抄物作成に最も精力的で多数の
抄物を残してい

るの
は宣
賢であり 、
国語資料としても清
家の
抄物中では先ず宣
賢の

抄物が注目されるべきもの
である 。本
稿は 、
先掲第二種ω本京
都大

学図
書館
清家文
庫蔵宣
賢抄自筆「三
略秘抄」
を対象として 、
其本文

の
性格を明らかにし其処から生じて来る幾つかの
間題に就て考察し

ようとするもの
である 。
本
抄は巻頭に「環翠粁宗
尤私抄之」
とあ

り 、
次の
奥書を有する 。

天文三
年(一五三
四)
四月廿六
日廿七日廿九日三ケ度講
之次抄之

了
/
環
翠
軒
宗
尤
/(
謙一)
/
天
文
五
年
三
月
十一
日
十二
日
十
四
日
三
ケ

度議
之/天文
九六
十一日十三
日十六
日三
ケ度誠之

巻首二丁の
史記留侯世
家第二十五張良伝の
引用本文
は別筆(其に加

えられた送り仮名・返点は宣
賢自筆〉
であるが 、
他は宣
賢自筆で所

謂「手控」
に属する 。
同じく京
都大
学図書館
清家文
庫に宣
賢自筆
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{注2)

「六稲秘抄」
写本ニ冊が蔵され 、
其体裁や抄の態度が「三
略秘抄」

に一
致する所からすれば 、
両抄は兵法の抄物として合せて作成され

たのであろう 。

国語資料として宣賢の抄物を扱う場合 、
従来紙ね口語色の強い所

謂「開設百」が研
究対象とされた 。
此宣賢抄物の
手控
と問書とは成立

(注3)

に於ても従って又其言語に於ても互に密接な関係を有する 。
三略抄

に
就て言えば 、
先掲
聞
香
川判
l
mは奥
音識
誌に依ると
宵
賢の
講
義に
泣

く 。
間金百の
諒である手控の
言語の
性格を解明する事は重要な意味を

有するときロわなくてはならない 。

反面問者は 、
刊川義ω単なる記録ではなく 、
問者者の増山仰の
手が入

っているもの
と考えられる節が存するのであって 、
純粋に宣賢の
手

(注4)

になる抄物は
手控にのみ限定されるのではないかと考えられる 。
此

点か、りすれば 、
両抄は 、
問書の言語を研究する為に其に影響を与え

た
手控を参考にするという主と従の
関係にだけあるのではなく 、別

個の資料として国語研究の対象となる資格は同等であるとしなくて

はならない 。
手控は聞苔とは独立に其は其として国語資料としての

利用価値を有する 。
此処に
手控
研究の独立した意味も認められる 。

二 、

中
国
側
注
釈
書へ
の
依
拠

付
依拠の実態

宣賢抄「三略秘抄」
は 、
八資料1Vに例示する如く 、
先ず三略本

文(朱でヲコト点 、
忍 一で傍訓・送り仮名を付す 。
引用ではヲコト点

は平仮名で示した)
を掲げ 、
次で抄を二行合きにあげている 。
抄の

部分は本文を掲げ其に就てナリ休の仮名交り文で説明している 。
此

(注5)

抄K就て「抄物目録E」
には「全体としてよく整った文語形式の抄

物」
と有る 。

〈資料lv宣賢自筆「三
略都
抄」の一
部(二十七了 。本文は二行取り)

に11スレば
を

ル
キサシを
スレば

bg

故主祭-一異辛子 、
乃観ニ其胸、
主牌ニ儒1賢- 、
姦
雄乃遜 。
主任ユ

に

す

ス
レ
ぱ
カ
ン

ケ
ツ
を

ー
を

リ
コ
ト

に

道l繭- 、
高
事理 。
主me;厳1穴- 、
乃得ν質 。
謀及--負1薪- 、
功乃

レ
ぱ

の

定

ヤ
ウ

イ
y
す

可レ述 。
不レ失-つ人心- 、
徳乃洋l溢

故主察異言乃視其瑚卜ハ・人ノ奥ナル事ヲ・云ヲ察〆・其瑚ヲミ

門鱗l

γllilili--Iliilili--(l
lili-­

テトルヘシ・管叔繋叔カ流言スルヲ・成王/周公-一命〆・訴スル・

Illi--ーl〔直l

yJt114411jinnHHl

iul

是也・主科儒賢姦雄乃遜トハ・人主力儒者賢才ヲ璃〆用レハ・姦

1iltt11H444

11H

〔鶏2〕

lili--{j)li-­

雄ノ者ハ・皆遠クニケテ・イヌルナリ・君子カ進メハ・小人ハ退

{17ti

ll-
--

員3

γlil)11i{li

li--i

クモノ也・主任旧街万一事理トハ・旧歯トハ・老臣也・孟子-一所謂・
2 

故
園・
非有喬木之調也・有世臣之
調
也ト云・人主力・老
箆ヲ任用

1
lI

llit--l
門直2〕
il

ス
レハ・万事
英理ヲ得ス卜云事
ナシ・主
開
綴穴乃得賞トハ・人主

ノ岩穴ニ隠居スルモノヲ刑判スレハ・士カ其質ヲ得也・
貫ヲ得ト

ハ・人ヲ用ラル、ト云盛名ハナクメ・マコト ェ士ヲ用ル、ト云質カ

門講4
YIl

li--11111!lilllili--ii

アル也・体説カ岩野ノ閲ニアリシヲ・一向宗ノ召出メ・左右ニヲケル

カ如シ・謀及負薪功乃可述トハ・努莞トテ・草カリ木コリモ・面

白事ヲ云モノ也・サヤウノ者ニ物ヲ問へハ・功ヲナシテ・近比ヨ

lil11

11Iloi--
量3〕

lJH
11

クセラレタリト一玄ハル、也・不失人心徳乃洋溢トハ・人主カ衆人

111リJi1tu--ttu--1lil--1〔直4〕

11dqJIH--Jl

ノ心ヲ不失ハ・徳カ四海ニアフル、也・直云・上文凡十引軍識・

司

刑制列
割
問

一判割引朝一割
副

剣封

引刻

Hilli--11

J11-Hilli--〔鱗5〕

j111111j

事-・而戒中彼十柄よ也・其丁寧之窓・深失・諮云・此・
朝貌・
謡

歌・「
訟」
(鮎鳩)
獄
所1以
阪之・
舜
馬
主7
徳ノ
之
所
及
也

抄中には右引用
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以
下〉
にも見える如く漢文

体の部分も相当並存する 。
片仮名交り文の抄物中K漢文休が掃入さ



清 原 宣 賢 自 筆 「 三 略 秘 抄」 の 本 文 の 性 格 IC就て

れている事は 、
抄物に於て珍しい事ではなく寧ろ一
般的な事であっ

て 、
時には相当の長さで引用されている事も有る 。
間警の場合に

は 、
仮名交り文の部分の口語体と引用の漢文体との並存が抄物の特

異な文体として注目される事もあった 。
漢文体の引用の中 、
本資料

で最も多数引用されているのは右例中にも見える「直云」(別に「直

解云」
と一
箇所見える)
と「講
云」
とであって 、
前者が三
七箇所 、

(注6}

後者が六二箇所見える 。
此等は何れも中国側注釈書であって 、「直」

は劉寅の「三
略直解」 、「講」
は施子美の「三
略講義」
であるととが

判明する 。
先ず「三略秘抄」中に「直云」として引用された三
七箇所を内閣文

{注7}

庫政林羅山手校手
抜本「三略直解」
に就て見るに総てを認める事が

出来る 。
例えば八資料2Vは八資料lvに対応する部分の「三略直

解」であるが 、
八資料
lの
「直云上文
」は其処に見える 。

八資料2V「三
略直解」(三十三了 。資
料l
k対応する部分〉

〔l】
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人之心 。
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上文凡十引軍議 。
言不能用賢之柄 。

故
末、以
此六事 。
結之 。
蓑
欲人主
行
此六事 。
而戒彼十
耐也 。
其丁寧

之意深失 。(内閣文庫蔵
林羅山手校手政本に依る)

次に「三
略講
義」
には京
都大
学図書館
清家文庫に一
部宣賢筆の

(注8)

「施氏三略講義」(一
冊〉
が蔵されている 。
此書は「国書総目録」

(岩波書庖)
に掲げられているが 、
京大
本の末尾に書写されている

(注9)

「七番序」
なる一
文から施子美の注釈替である事が判る 。
此蓄に就

て先に指摘した「三略秘抄」
中の「講云」
とする六二箇所の引用を

見ると総てをその中に認める事が出来る 。
例えば八資料lvの「諮

云此朝頚
」
は八資料3VK見える 。

八資料3V「三
略講義」(二十七了 。資料1・2K対応する部分)
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此様に宣賢抄「三腕時秘抄」
は中国側注釈書「直解」
と「講
義」
とを

利用する所が
大である 。

相似て此処で八資料1V八資料2V八資料3Vの三
者を比較する

と 、
中国側注釈蓄の利用が単に右に指摘した漢文体の引用に留ら

ず 、
仮名交り文の部分にも存する事が明らかとなる 。
資料lの〔議

3 



-〕とした波線部「管叔察叔
」は些少の
相違は有るが資料3に〔l〕

とした波線部に非常によく類似している 。
仮名抄の
此部分は「諮

義」
を訓み下す事に依って成立している 。
又資料1の
〔直1〕
とし

た傍線部「人主力
」
は資料2K〔1〕とした傍線部の
訓み下し文と

殆ど一
致する 。
同様に資料ーに〔直2〕〔講2〕等
として傍線を付し

(注ω)

た部分は其々
注釈舎の
傍線部に依拠している 。
かかる中間側注釈書

と抄との
関係は「六稲秘抄」
に於ても同じでやはり「也解」
と「訪

(注目)

義」
とに依っている 。

宣賢の
抄物
手控が右する此事実に就ては 、
孝経の
抄物に就て
林秀

(注ロ)

一
博士と山川区朝子氏とに依って指摘された事があったが 、
此事実が

抄物の
同認資料としての
性絡の
組本問題に関与しているにも拘ら

ず 、
正面に据えて考察される一挙が無かっただけでなく 、
此事実に留

意する乙となく抄物が国語資料として利用されている場合さえ無く

はない 。
そ乙で此処に吏に依拠の
実態を幾らかの
角度から明らかに

しておきたい 。

先ずニω注釈当への
依拠の
仕方に就ては 、
訓み下しの
単なる機械

的な取合せではなく 、
両注釈蓄を寸分理会した上で此を取り彼を取

るという事が行なわれている 。

更に細見すると 、
二の
注釈舎への
依拠の
比重に差異が存する 。
即

ち 、
注釈蓄に依拠するか否か判定し刻い部分も存するが 、
依拠が明

白な部分に就て言うと 、「直解」
に依る仮名舎の
部分約二三O箇所 、

「講
義」
は八O箇所となっている 。
先述の
漢文体の
引用が「講
義」

の
方に多いの
と逆になっている 。
此は 、
抄が基本的な説明は「直

(枠mU}

解」
を訓み下し 、
故事の
引用等の
一
層深い説明は「諮義」
から談eX

の
依引用する事が多い為である 。

次に中国側注釈書への
依拠の
程度であるが 、
右掲の
数字は依拠が

明らかな例に限定しているの
であって 、
実際には依拠しながら痕跡

を留めないまで改変された場合もあるもの
と考えられ 、
依拠の
度は

大きいと見られる 。
八資料1Vの
例は注釈書への
依存の
仕方が比較

的顕著な部分であるが 、
全体としても此例に近い程度注釈害に依存

しており 、「三時秘抄」の
骨飴は両注釈舎に依拠する事に依って成

り立っていると言ってよい 。
依拠しない部分はというと 、
三略原文

の
訓み下し乃至は其を改変したもの
が多く 、
他に第三節に扱う抄物

を利用した部分 、
官一賢自身の
乙とばが存する 。

次に抄中に見える毛
詩・尚書・周お・六
稲等の
諸苦の
引用は殆ど

総て注釈書を経由したもの
である 。
例えば資料lの
「京子ニ
」
は

「講
義」
に既に引用されているの
であり 、
恐らく其引用と見られ

る 。
宣賢の
作成した抄物は 、
其点数か・りしても又一々の
量から言っ

ても尾大なもの
であるが 、
其等
が一人の
力で可能であった理由の
一

半は此中国側注釈沓への
依拠にあったもの
と考えられる 。

立賢抄物の
かかる成り立ちを考えると 、
注釈害「三略講義」
に宣

賢筆本の
現存する乙とが注意される 。
此書の
書写・訓訟の
時期は未

詳であるが 、
恐らくは抄の
作成に先立って行なわれたもの
と推察さ

(注凶)
れる 。宣賢の

抄物が中凶側注釈警に依拠している事実に就ては 、
右に掲

(注目)

げた三略秘抄・六稲秘抄・孝経秘抄の
他に 、「尚書聴陸」
は孔穎達

(注目)

の
「尚書正義L
K 、
曲礼・月令の
「礼記抄」
は「礼記正義」
に依拠

する事が調査出来た 。
宣賢抄物の
中国側注釈書への
依拠の
事実は相

当広い範囲に就て認められるもの
と予想される 。

∞
依拠の
事実から見た国語資料としての
性格
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清 原 宣 賢 自 筆 「 三 略 秘 抄」 の 本 文 の 性格!1:就て

次
に 、
宣
賢の
抄
物
手
控が
中
国
側
注
釈
官官に
依
拠
す
る
結
果 、
其が
具
有

す
る
国
語
資
料と
し
て
の
性
格
に
就て
考察
す
る
に 、
次
下の
五
点
を
あ
げる

ζ
と
が
出
来る 。

先
ず
第一
に
は 、
中
国
側
注
釈
香の
影
響
下に
あ
り 、
其
訓
み
下し
文
乃
至

は
其
変
形
さ
れ
た
もの
で
あ
る
事の
多い
宣
賢の
抄
物は 、
室
町
時
代
語
資
料

と
す
る
に
は
然
るべ
き
手
続
き
を
経な
くて
は
な
ら
な
い
もの
で
あ
る
とい
う

こ
とで
あ
る 。
従
来
も
注を
付さ
れ
る
所の
原
文
及び
注
釈
害
等の
漢
文
引
用

は 、
仮
名
交
りの
抄の
部
分と
峻
別
さ
れ
て
国
語
研
究の
直
接の
対
象か
ら
は

除
外さ
れ
て
来た
が 、
仮
名
交
りの
部
分
も
直
ち
に
室
町
時
代
語
資
料と
は
為

し
得な
い
もの
とい
うこ
と
に
な
る 。
例
えば 、

彰
明
(8
オ
3〉
司
命
(印
オ8)
衆
賢(凹
ウ6)
唇
暗
(但
ウ6)
重

爵(M
ウ6)
放
各(お
オ8)
凶
頑
(ω
オ2)
(
以
上
「
直
解」
に
依る)

艦
車
(ω
オ
3)

剣
者
(鈎
オ5)
別
者
(
同)
(
以
上
「
諮
義」
に
依る)

といっ
た
語
は 、
注
釈
沓に
依っ
て
い
る
の
で
あっ
て 、
此
等
が
仮
名
交
り
文

中に
存
す
る
か
ら
と
言っ
て
直
ち
に
宣
賢の
時
代に
普
通の
日
本
諮で
あっ
た

と
考
え
る
と
す
る
と
問
題で
あ
る 。
宣
賢抄
は
語
詞を
始め
表
現
法・
表
記
等

諸々
の
点
で
中
国
側
注
釈
書の
影
響
下
に
あ
る
の
で
あ
る 。
表
現
法に
関
す
る

例
を
若
干
示
す 。

O
主
将
タル
者カ
能
弱ニ
能
強ナレハ
其
図イヨ
/\
彰明
也
(
宣
賢秘
抄8

オ
3)

僑
主
将
者 。
能
弱
能
強。
則
其
園
愈
益
彰
明 。
(
直
解8
オ7)

O
加ニ
槌
鑓ノ
術
ヲ
以ス
(官
琵
オ8)

加
之
以
権
後之
術 。
(
直鈎
ウ1)

O
賂ニ
財
ヲ
以ス
レハ

賢士
自ラ
来ル
(
宣U
オ
4)

賂
之
以
財 。
則
賢士
自
来 。
(
直日
オ
5)

O
覇
者トハ
太
公カ
時
ヲ
以
テ
イハ
、

夏
昆五口
向
大
彰
家
意ノ
類
ナ
リ

(宣mu

ウ3)
覇
若
以
太
公
之
時
論之 。
即
互昆
吾
商
大
彰
家
孝
之
類
矯
是 。
(
直お
オ
3)

O
人
主
ヲ
〆
忠
臣
ヲ
失テ
用サ
ラ
シム
(宣幻
オ
5)

令
人
主
失
其
忠
臣 。
而
不
見用
也 。
(
直mM
ウ6)

O人
主/
園
ヲ
治-一
ハ
徳ナ
クハ
アルヘ
カ
ラス
(宣紅
オ8)

人
主
治
図 。
不
可
以
無
徳 。
(
直お
オ1)

O
衆
人
ト

同シ
ヤ
ウニ
美
事
ヲス
レハ

成
就セス
ト

云
事ナシ
(
宣4
ウ4)

与
衆
人
間
矯
美
事 。
摩
有
不
成
者 。
(
直3
ウ9)

O
園
ヲ
治メ
家
ヲ
安ス
ル
事ハ
賢人
智人
ヲ
得テ
用レハ
也
(
宣4
ウ7)

治
図
安
家 。
得
賢智
之人
而
用之
也
(直4
オ2)

O
衆
民
ヲ
役
使ス
ル
事ハ
己カ
手足/
知クス
レハ

(
宣8
ウ4)

役
使
衆
民 。
如
自
己
之
四
肢 。
(
直9
オ7)

O
人ニ
官
位
ヲ
授ニ
其道
ヲ
得ト
キハ
士
卒カ
服ス
ル
也
(
宣日
ウ5)

授{自
任
人 。
得
其道 。
則
士
卒
服 。
(
直却
オL)
(
以
上
三例
の
倒
置
法の

如
き
表
現〉

O
天ハ
春
夏
秋
冬ノ
期ヲ
失フコ
ト

ナ
シ
地ハ
生
長
牧
綴ノ
時ヲ
失フコ
ト

ナ

シ
(
宣日
ウ2)

如
天
之
春
夏
秋
冬
不
失
其
期 。
如地
之
生
長
牧
議 。
不
失
其
時 。
(
直
ロ
ウ

7) 
O
天道ハ
無
爺ニ
メ
化
ヲ
成ス
聖
人ハ
無
為ニ
〆
治
ヲ
成ス
也
(宣幻
ウ3)

天
道
無
魚
而成
化 。
聖
人
無
品同
而
成
治 。
(
直鈎
ウ9)
(以
上二例
の
対
句

表
現)

O
地ノ
道ハ
生
メハ
長シ
長
〆ハ
牧ム
牧テハ
戴ス
戴シ
テハ
復
生ス
(宣6

オ7)
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地
之
道 。
生
而
長 。
々
而
牧 。
々
而
蕨 。
々
而
復
生
失 。
(
直6
オ5)
(
漸

層
表
現)

O
天
ノ
道ハ
春-一
〆
夏 、
夏-一
〆
秋 、
秋ニ
メ
冬 、
冬-一
〆
復
春(宣6
オ
7)

天
之
道 。
春而
夏 。
々
而
秋 。
々
而
冬 。
々
而
復
春
失 。
(
直6
オ4〉

O
人
ア
テ
箪
謬
ヲ
ヲ
クル
者ア
リ

(
宣M
ウ6)

有
人
組閉
獣
箪
穆
者 。
(
直日
ウ9)

O
賢臣カ
内ニ
事
ヲ
用レハ
邪
臣ハ
外ニ
扉-フル
(宣必
ウ5)

賢臣
在
内
用
事 。
則
邪
臣
皆
既酢之
於
外 。
(
直田
ウ9)

O
百
塁
突ハ
秦ニ
用ラレ
テ
秦ハ
朝
夕
リ

(官7b
オ
1)

タ砂

百
里
用ユ
於
秦-
而
秦
開制
(
講
義1
ウ7)

O
天
地ノ
理ハ
紳ニ
〆
明
也
(宣6
オ
6)

天l
地
之
理一脚
而
明
(
講3
オ3)

O
高
血
艦
車ヲ
以
テコ
レ
ヲ
執
タル
カ
如シ
(宣印
オ
3)

一角
租
鑑
車
以
執レ
之
(
諮7
オ2)

。
ウ
テ
ノ
ツヨ
キ
者ハ
敵
嘗
モ
ノ
多
シ
故ニ
怨ヲ
ナス
者
ノ
タメニ
攻メ
ラ

ル、
也
(
宣5
ウ5)

強則
敵
者
衆
故
前同レ
怨
所レ
攻
F
講2
ウ3)

又 、
次例
の
「ウ
ツ
ク
シ
フ」
を
「
字」
と
表
記
し
た
如
き例
も 、
注
釈
害の

影
響
を
認
め
る
ζ
と
に
依っ
て
よ
く理

解
出
来る 。
即
ち
「ウ
ツ
ク
シ
フ」
を

殊
更
「
字」
で
表
記
し
た
の
で
は
な
く 、
「
字」
が
有っ
て
其に
「
ウ
ツ
ク
シ

(注げ}

フ」
の
訓
を
付し
た
もの
な
の
で
あ
る 。

O
下ヲ
字コ
ト

少シ
(
宣ロ
オ
7)

少
有
能
以
撫
下
之
道
字
其
下
者
(
直ロ
ウ6〉

カ，

O
牧
飲シ
万
物ヲ
殺
〆ノ
クル
(宣必
ウ5)

用
牧
欽
殺伐
之
耳
戸
直田
ウ4)

宣
賢の
抄
物を
室
町
時
代
語
特に
口
語の
研
究に
資す
る
と
い
う立
場に
立つ

な
ら
ば 、
右の
事
実を
十
分に
考
慮し
た
上で
資
料と
する
必
要
が
あ
る 。

第二
に 、
宣
賢の
抄
物は
国
語
研
究
資
料と
し
ての
新た
な
価
値
を
有っ
て

い
る
事
が
認め
ら
れ
る 。
即
ち
抄
物
は
漢
文
訓
読
文
体
史
研
究上の
資
料と
し

て
の
価
値
を
有
す
る 。
従
来
訓
読の
言
語が
如
何に
伝
え
ら
れ
た
か
を
考察
す

る
際 、
抄
物へ
の
注
目
が
看
過
さ
れ
て
い
た
か
に
恩
わ
れ
る 。
又
抄
物の、
国

語
文
体
史
上へ
の
位
置
付け
も
新た
に
考
えて
み
な
くて
は
な
らな
い 。
訓
読

と
い
う
学
問の
方
法
と
抄
物
作
成と
い
う
其と
は一
見其間に
断
絶
が
存
す
る

が
如
くで
あ
る
が 、
実は
非
常に
相
近い
もの
で
あ
ると
と
が
認め
ら
れ
る
の

で
あ
る 。
訓
読
語
研
究
と
抄
物
研
究
と
を
結
付
けよ
うと
す
る
試み
は
従
来
も

(注目印)

行
な
わ
れ
たと
と
が
あ
る
が 、
抄
物
中に
引
か
れ
た
原
文
中の
ヲコ
ト

点・
傍

訓の
み
が
訓
読
語
研
究に
繋る
の
で
は
な
く 、

両
研
究の
対
象
が
深い
所で
関

係し
てい
るの
で
あ
る 。

第三
に 、
宣
賢の
抄
物は 、
注
釈
害に
依
拠しつ
つ
も
其
完
全
な
る
訓
読
文

に
留つ
て
は
い
な
い
か
ら 、
室
町
時
代口
語
研
究
資
料と
し
て
も
利
用し
得
る

面
を
有つ 。

O
降
参ス
ル
者
ヲハ
解
脱
〆ユ
ルス
ヘ
シ
(官
而
オ6)

願
降
附
者 。
則
解
脱之
(
直叩
ウ9)

ん
をU
マノカレシム

(注目)

降』
者
脱

之
(
本
文9
オ6)

O
兵
根ノ
多
少
ヲハ
カル
ヘ
シ
(宣お
ウ2)

度
其
糠
食之
多
少 。
(
直幻
オ3)

μカリ
の
を

度ニ
其
根
食-
(
本お
オ7)

右例
の
如
く一

部一
致
し一
部一
致し
な
い
部
分
も
存
し 、
相
当
改
変さ
れ
た

部
分
も
あ
る 。
又
注
釈
蓄に
依
る
か
否
か
不
明の例
も
あ
る 。

Oコ
ナ
タへ
蹄
服ス
ル
者
ヲハ
不
殺〆
生ス
ヘ
シ
(宣叩
オ6)
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巳
服
従
者 。
則
金
活
生 。
(
直印
ウ9)

スル
をUイ7

服
者
活
之
(
本9
オ5)

O
手
足
ラア
イン
キ
ンニス
ルニ
ハ
礼ヲモ
テス
(
宣お
オ8)

降
吾
之
鐙
以
下
人 。
賞以
種 。
(
直必
ウ3〉

には
を
シ
を

降レ
株
以ν
礼
(
本部
オ5)

注
釈
書
と
抄
と
を
比
較し
て
類
似の
内
容で
表
現の
相
違
する例
を
見る
と

次の
如
き
対
応例
が
存
する 。

Oエ
禁セ
サル
也(宣初ウ5)

|
不
可
禁(直幻オ4)

O
進テ
用ル
事ナ
シ(おオ1)

l不
能
進
而
用
之{直初ウ7}

O
治ラレ
ヌ
ナ
リ(幻ウ2)

|
不
能
治(直幻オ5)

O
天
下ノ
治
ヲ
致シ
カ
タシ
おウ2)
|

不
能
致
天
下
之
治(直臼オ5)

O
人ハ
助
ケマ
シ
キ
也(5ウ2)

|
誰
肯
助
之(直4ウ8)

O
人ハ
攻マ
シ
キ
也(5ウ2)

l
執
肯
攻之(直5オ1)

O
其
徳ニ
級ス
ル
ホ
トニ
(5ウ3)

|
服ニ
其
徳-(
中
略)
所副
以(講2ウ2)

O
人ニ
下
テ
イン
キ
ンニ
ア
ツ
カ
フ
|

下レ
人
故
矯レ
入
所レ
助(講2ウ3)

ホ
トニ

人ニ
助
ケラル、
也(5ウ4)

語
詞の
相
違例
が
多い 。

O
助クル(宣5ウ1)
|

助
援(直4ウ7)
攻ル(5ウ2)
|

攻
撃(直4ウ9)

勢イ{叩ウ8}
|

勢
力(直Uオ9)

ヲク
ル(凶ウ7)
ll

鎖
献(直日ウ9)

畏ル(げウ3)
|国民

健{直凶オ1)

立
ツ(おオ3)
ll

樹
立(直mmオ6)

アフル
安ウ6)
1

洋
溢(直幻オ8}
シ
ナ
/\(勿オ4)
|

等
級(直おオ6)

雲、、、
観ル{訂ウ6)
11

観
望(直犯ウ6}
ハ
カル(出ウ7)
l

量
度(直犯ウ6)

君(おウ8)
|

君
主(直必オ4)

謀ル(幻オ7)
|

圏
諜{直岨ウ6)

順フ
おオ2)
|

順
服(直日オ8}

昏シ(叫オ1}
|

唇
惑(直幻ウ5)

随フ(5ウ7)
|制(直5オ8)

イ
フ(mウ8)
|

論
貧弱オ8)

アシ
ラ
フ
翁オ7)
|

相
遇(鰭鈎オ5)

O
成
就ス
{4ウ4)
|

成(直4オl)

主
人(7ウ4)
|主{直7ウ5)

撫
育(ロオ7)
|

撫(直ロウ7)

成
就ス
言ウ7)
|

成
語1ウ2)

O
禁制(9ウ4)
|

禁(直叩オ4)

大
将(凶オ8)
|

将{直幻オ4)

根
本(4オ2)
|

本
語lオ2)

機
微{7オ6)
|

微
議4オ6)

賢者(却オ7)
|

賢(講鈎オ5}

小
罪(岨オ3)
|小(構幻オ6)

O
敵(叩ウ8)
敵
人(直日オ9)

O
キハ
マ
リ

室
生6ウ6)
|

重
量6ウ4)

云
出ス
(犯ウ
旦
|

山山(直伺ウ5)

ウ
ケ
喜7
2オ3)

申告(直日オ2)

O
知ル(幻ウ2)
|
卜(直幻オ3)

O
降
参(ωオ6)
|

降
附
富山ウ9)

聖
主{詑オ5}
|

翠
玉
置拘オ2}

和
合
おウ8)
|

和
同(直叫ウ6}

君
臣
翁オ7)
|

臣
主A拐犯オ4)

O
賢人
智
人
宣4ウ7)
|

賢者
室4オ2}
、

法
度アル(5オ8)
ll

嘉
維
盆4ウ

丘 、
奇
兵ヲ
ツ
カ
フ(6ウ1
71
奇(直6オ7) 、
正
兵
ヲツ
カ
フ(6ウ2
71正

{直6オ7) 、
肝
要ノ
道
官オ
互
|要

道(直9ウ5} 、
伍々
ノ
行列(げウ3)
|

行
伍
貧凶オ2三
善
事ヲス
ル
者{初ウ2)
ll

善
者(直幻ウ8) 、
悪
事ヲス
ル

者(初ウ2)
|

悪
者{直忽ウ9) 、
下
タル
者(初ウ3}
|

下(直幻オ2} 、
下
タル

道(幻ウ8)
|正

道(講泌ウ8)

一
身(7ウ4)
|

身(直7ウ5)

純
二8オ5)
li

純(直Bウ3)

代々
おウ8)
|

世
富町オ8)

先
租{ロオ7)
|

租(直ロウ6)

タ
イ
チ(必オ6)
|

諒
貧弱オ6)

敵
首(5ウ4)
|

敵{講2ウ3)

朝
廷(初オ5)
ll

朝{講凶ウ5)

大
罪(ωオ3}
l大(鱗灯オ6}

策(初ウ2)
鋳
策(直nウ自)

キ、
用
ヰル(凶ウ6)
|

漉{直幻ウ6)

布
施ス
おオl}
|

布(直柏田ウ6)

攻
取ル(幻オ2)
l伐(諮問ωウ5)

加フ(岨オ2)
|施{直日オ8)

兵
根(幻ウ2)
Il

娘
食(直幻オ3)

中
園
aウl
ア|
中
州
富山恒オ6)

胸
懐{7オ8}
|

懐
抱{誘4オ8)
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人(却ウ4)
下
電おオ2) 、
色々
ノ姦シ
キ
事
2ウ1}
|
衆
好{直Mオ9) 、

軍
勢ノ
カ(幻ウ2)
|

勢
力(直幻オ
丘 、

殺〆
ノ
クル(必ウ5)
l

殺伐{直日ウ

土 、
ツ
キ
テ
ミ
ナニ
ナル
おオ3)
|窮
喝(直日ウ2)

又
語
句を
補
入
し
て
理
解
し
易い
表
現に
し
た例
も
多い 。

O
悪
事
ヲス
レハ

傾テ
亡ヒス
ト

云
事
ナシ
(
宣4
ウ4)

作
悪
事 。
廃
有
不
傾
者 。
(
直4
オ1)

O
倉ニ
財
宝ノ
有カ
無カ
ヲ
視へ
シ
(幻
ウ2)

規
其
倉
庫之
有
無 。
(
直幻
オ
3)

右
掲の
如
く

抄
は
中
国
側
注
釈
書の
言
語
を
概
ね
日
本
語
らし
い
理
解し
易い

表現に改
変し
て
い
る 。
かか
る
事実
は
「孝経
述
議」
と
「孝経秘
抄」
と

の
閲
に
も
同
様
に
認
め
ら
れ
る一助で
あ
る 。

八
資
料4
V
は
宣
賢の
講
義を
聞い
た
林
宗二
に
依る
問
書で
あ
る
が 、
問

書K
な
る
と 、
其
言
語
は 、
中
国
側
注
釈
書の
影
響
下に
あ
りな
が
ら 、
手
控

の
場
合よ
り
も一
層
注
釈
書か
ら
離
れ
て
い
る 。

八
資
料4
V
宣
賢諮
林
宗二
問
書(二
十六了 。
資料1・2・3
K
対応する部分)

異
相
ナ
妄ヲ
云ヲハ
察
〆
ミ
ウ
ソ・
管
叔
察
叔カ
周
公
ヲ
流
言
〆
王
ノ
タ
メ

ニ
ハ
私カ
アル
マ
イ
ト

云
タ
ヤ
ウ
ナ
妄ソ・
鴨
||

賢カ
進メハ・
好
11

ハ・
イ
ナ
イ
テハ
叶マ
イ
ソ・
陰カ
退
ケハ・
陽カ
出
イ
テ
叶ハ
ヌ
程ニ
ソ2・

旧
歯ハ・
老
人
ノ
菱ソ・
孟
子ニ
所t
謂
故
園
非下
有ユ
喬
木-
之
謂A
也・
有二

世
臣-
之
謂
也
卜

云
タ
程-一
老
臣ノ
麦ソ
・

旧
任ノ
臣ニ
マ
カス
レ
ハ
ヨ
ク

治ル
ソ
主
牌
||

山ノ
カ
ケ・
谷
ノ
カ
ケ
ナ
トニ

隠
居シ
タ
者
ヲ
用イ
ラ

ル
レハ・

人
ヲ
用ト
ル
ト

云
盛
名ハ
ナ
イ
ソ
質ソ・
体
説
ヲ
高
宗ノ
体山石ノ

野
得
タ
ヤ
ウ
ナコ
ト
ソ・
得レ
賢者ヨ
ソ
・

謀
及
||

努
葵卜
云テ・
草カ

リ
木コ
リモ

面
白
イ
麦ヲ
云
物チ
ヤ
テ
候ソ・
其ヲ
キイ
テ
ソ
ノ
如クニ
功

ヲ
ナセハ・
ァ、
見妄セ
ラレ
タ
卜

云
夏カ
有
物チ
ヤ
ホ
トニ
ソ・
負
薪
雌

微
而謀
有レ
可レ
採
故
負
薪
所
言・
即
廊
麿之
語・
宜
其謀
及
負
薪
而
功
及
可

述
也・
徳
||

直
解-一
上
ノ
文ニ
軍
識ヲ
十
引テ・
賢ヲ
用
ネハ
網カ
アル

ト
云寸
ヲ
引タ
ソ・
其
次-
二ハ
ノ
妄ヲ
以
テ
決シ
タ
ト

候ソ・
讃
テハ
見ヌ

ソ・
六
ノ
麦ヲ
行テ
十ノ・
禍ヲ
戒メ
サセ
ウ
タ
メニ
カ
ウシ
タト
シ
テ
候

ソ
人
心
||講

義
此
朝
勤・
短
歌・
獄
訟・
所以
阪之・
舜
再
者・
徳
之
所

及
也・
孟
子ニ
アル
寸ソ・
舜ノ
子ニ
ハ
行
「ハ」
(蜘鳩)
イ
テ
高ニ
行卜

云タ
寸
ソ
(
京
都大
学
図
書
館
蔵
本に
拠る)

例
え
ば
「
管
叔
」
(一
行
目)
は
先に
宣
賢の
抄が
「三
略
講
義」
に
依
る

部
分と
し
て
指
摘し
た
が 、
問
書に
な
る
と
か
く
変
形
さ
れ
て
い
る 。
室
町
時

代
語
資
料と
し
て
問
者の
方
が
利
用
価
値が
高い
乙
と
は
言
う
ま
で
もな
い 。

第四
に 、
仮
名
交
り
文と
漢
文と
が
混
在
する
宣
賢の
抄
物の
文
体は 、
一

見異
質の
もの
が
無
秩
序に
寄せ
集め
ら
れ
て
い
る
かの
如
き
印
象を
与
え
る

け
れ
ど
も 、
仮
名
交
り
文
が
多
く

注
釈
書の
訓
読
文
乃
至は
其に
近い
もの
で

あ
る乙
と
を
確
認
す
れ
ば 、
全
休と
し
て一
の
樋
りの
あ
る
文
体と
見ら
れ
る

の
で
あ
る 。
勿
論
視
覚
的な
差
異は
存
し 、
此
も
文
体の
問
題
と
し
て
無
視し

得な
い
が 、
彼の
片
仮
名
交
り
文と
平
仮
名
交
り
文との
相
違は 、
其が
単に

視
覚
的な
相
遂に
留らな
い
が
故に
重
要
視さ
れ
るの
で
あっ
て 、
此と
は
事

情が
異
る 。
視
覚
的な
差異
以
外に
も 、
既
述の
如
く

基
本
的な
説
明の
部
分

は
片
仮
名
交
り
文で
書
き 、
故
事の
引
用
等の
よ
り
広
く

深い
説
明
は
漢
文
体

の
億
引
用
する
と
い
う
傾
向が
存
する
か
ら 、
抄
者の
意
識と
し
て
相
違
も
存

し
た 。
併
し
此
も 、
「
直云」
「
講
云」
と
明示
し
た
注
釈書の
引
用
を最
右

と
し 、
最
左に
注
釈
舎に
依ら
な
い
部
分を
置い
て 、
其
聞に
次
を
挿ん
で
み

る
と 、
右
と
左と
が
抄
者の
意
識に
於て
連
続し
て
い
る乙
と
は
明
らか
で
あ

ヲ匂 。

8 

「
直一
三
「
講
云」
と
明示し
た
漢
文の俸の引用
(例
先
掲)



清原 宣 賢 自筆「三 略秘抄」 の 本 文 の 性 格 IC 就 て

出拠注釈書名を明示しない漢文
の俸の引用(可成り例がある)

例 、
幹信陳稀懸布之不ユ士丸一終-者皆威多也(幻ウ4)l講
義(おウ6)

の引用

3
注釈書を半分訓み下し 、
半分漢文
の俵引用した例(例は少い)

例 、
三軍ノ機ハ大将ノ下ヲ御シ敵ヲ威スモノ也コレヲヨク制スレ

ハ一ニ軍ハ服レ威士卒用レ命戦無ニ強敵-攻無ニ堅陣-(加オ1)

三
軍機 。
将之所以御下威敵者也。
萄能制之 。
則三軍服威 。
士卒

用命 。
戦無強敵 。
攻無堅陳失 。(直幻オ4)

4
注釈書を訓み下した部分(例先掲)

5
注釈蓄に依りながら改変している部分(例先掲)

6
注釈蓄に依らない部分

例 、講
義ノ心ハ好
悪ノ
二
字ヲ共ニ
去
声ニメヨミシニ
ク
ム
トミ
タ
リ

(4ウ5)

天ノ道ハ春ニメ夏夏ニ〆秋秋ニメ冬冬一一
メ復春ト運縛スル事

環ノ
端ナキカ如シ(6オ7、
上部は「直解」
に依る)

pはたとへはいたやのあられ 、
玉木のはしなきが乙とく 、
乙ろり

とろりとζろぶほどに(虎明本狂言文
政)

先掲八資料4Vの林宗
二問書にも漢文
体の引用が存し 、
乙れと 、

仮名交り文
のゾ体・候体の可成り自由な口語色の強い表現とが異質

の如く感じられるのであるが 、
問書の場合にも全く異質のものが故

{注初)

無く寄せ集められたものとは考えられない 。
問書は手控
をもとにし

た講
義の記録であるから 、手控に於て相近いものとして並存してい

た片仮名交り文
と漢文
とが
間舎にも継承されているのである 。

三
漢文
抄と仮名抄との関係の問題

如上の宣賢抄物の中国側注釈書への依拠の事実は 、
観点をかえて

2 

見れば 、
其僚其成立の事情を語っているに他ならない 。
此処に全く

異質のものと見られ勝ちであった漢文
抄と仮名抄との聞に確かな繋

りを認める乙とが出来る 。
此点を進めて考察すれば 、
漢文
抄が作成

され総て仮名抄も作られるようになって行く仮名抄成立の過程を跡

(注幻}

付る事も可能であるかも知れない 。

三 、
良賢抄への依拠

宣賢抄「三略秘抄」
は又六
代の祖良賢の「三
略秘抄」
に負う所も

大である 。
本節では 、
尊経閣文
庫に蔵せられる「三略秘抄」(先掲

ω)
の抄の本文
が 、
付宣賢抄「三略秘抄」
の其に類似しており 、
両

抄の関係が 、
官-賢抄「孝経秘抄」
と良賢抄「古文
孝経間害」
との関

係に酷似する事を示し 、
次で口其奥書・識語から抄者を良賢と推定

し 、
白両抄の国語資料としての性格の相違を考察して 、
宣賢抄物の

有つ性格の残された半面の解明に努めるζととする 。

付
尊経閣文庫蔵「三
略秘抄」
と宣賢抄「三
略秘抄」

両抄を比較するに抄全体の構成や説明の内容・語句が非常によく

類似している 。
例えば 、
八資料5Vは先掲八資料1Vに対応する部

分の尊経関本の本文
であるが 、
其処に傍線を附した部分は宣賢抄と

よく類似している 。

八資料5V尊経閣文庫球「三
略秘抄」(十五了ゥ 。資料1・2・3・4

に対応する部分)

}

!ス
レ
ば

ル

キサ
シ
を

ス
レ
ば

を

ノ
カ
ル

ス
レハ

故
主
察
ニ

異
1
言-
、

乃
観
ニ
其
蔚-

主
将-一

一儒
1
賢司
、

姦
l
雄
乃
遜。

主
任エ

に

1
ス

ス
レ
ぱ

の
を

を

ば

に

奮l歯- 、
万1事理 。
主璃ニ
岩1穴士一 、
乃得レ賞 。
謀及ニ負!薪九
功

ノ
プ

レ
ば

の

ヤ
ワ
イツ
す

(
幅削
カ}

乃可レ述 。
不レ失--人心- 、
徳乃洋J溢
主タル者・
人ノ異ナル事事

〔講1

〕lil--ili

ヲ・云ヲヨク察メミレハ・物/茄ヲシルモノ也・菅叔禁叔カ流言
9 



ス
ル
ヲ
成
王
ノ
周
公-一
命
メ
詠
セ
シ
ム
ル
・

是
也・
主
璃

||
主
人
カ
儒
者

・
賢
者
ヲ・
璃
メ
召
ハ
・

好
雄ハ
ニ
ケ
テ
イ
ヌ
ル
也・
陽
カ
伸
レ
ハ
・

陰
ハ

〔
講2〕

li
ili--iliilili--

量3〕F

iji!s

ill

凪
シ
・

君
子
カ
出
レ
ハ
小
人
ハ
退
ク
モ
ノ
也

主
任

||
旧
歯
ト

ハ
・

老
臣

也・
孟
子-一
所
謂
故
閤・
非
有
喬
木
之
謂
也・
有
世
臣
之
謂
也
ト

云
也・
主

人
カ
・

旧
キ
老
臣
ニ・
打
任
〆
事
ヲ
ハ
カ
ラ
ハ
ス
レ
ハ
・

万
事
治
ラ
ス
ト

云
事

〔
諮4u

tji

t--{lili--jilili--11)

ナ
シ
・

主
聴

lli
体
設
カ
岩
野
/
間
ニ
ア
リ
シ
ヲ・一
品
租
ノ
召
出
メ・
左
右

ニ
ヲ
ケ
ル
如
ク・
或
ハ
・

山
谷
ノ
岩
穴
ニ
引
コ
ム
土
ヲ・
時
〆・
召
出
セ
ハ

・
質
ヲ
得
テ
治
ル
也・
謀

||
負
薪
ハ
・

薪
ヲ
ト

ル
賎
キ
者
也・
詞ユ
釘
莞­

ト引4剖川利引剖岡引割引引引
樵
夫
モ
払-
主
道-
ト

云
文
ア
リ・
カ
ヤ
ウ
ノ
者
ニ
モ
・

物
ヲ
問
ハ
・

功
ヲ
ナ
シ
テ・
ァ
、
ョ
ク
シ

タ
リ
ト
イ
ハ
ル
、

也・
不
失

||
人
ノ
心
ヲ
失
ハ
サ
レ
ハ
・

其
徳
カ
ミ
チ
ア

フ
ル
、

也・
亮
子
丹
朱
舜
ノ
子
商
均
ト
テ・
ア
リ
シ
ヲ・
其
徳
ヲ・
謡
歌
セ

ス
メ・
舜
百円
ヲ・
短
歌
ス
ル
カ
如
シ

そ
し
て
其
類
似
は一
重
傍
線
部
「
銅山
葵
ト

テ
」
の
如
く
中
国
側
注
釈
蓄
に
依

拠
し
な
い
部
分
に
も
認
め
ら
れ 、
又
小
さ
な
語
句
に
ま
で一
致
す
る
事
が
少
く

{注目“)
な
い 。
従
っ
て
此
等
は
偶
然
の
類
似
と
は
考
え
ら
れ
ず 、
両
抄
の
聞
に
影
響
関

係
の
存
す
る
事
が
確
認
さ
れ
る 。

と
こ
ろ
で 、
両
抄
に
は
互
に
他
方
に
見
え
な
い
中
国
側
注
釈
警
の
引
用
乃
至

(注幻}

其
利
用
が
存
す
る
か
ら 、
其
々
独
自
に
注
釈
書
を
利
用
し
つ
つ 、
何
れ
か一
方

が
他
方
を
利
用
し
た
と
い
う
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る 。

従
っ
て 、

尊
経

(注
MC

閣
本
の
抄
は 、
宣
賢
抄
よ
り
も
量
的
に
簡
略
で
あ
る
が 、
宣
賢
抄
の
抜
書
と
は

考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る 。
そ
し
て
両
抄
成
立
の
先
後
は
両
抄
の
中
国
側
注
釈

蓄
へ
の
依
拠
の
仕
方
に
依
っ
て
明
ら
か
と
な
る 。
宣
賢
抄
が
二
注
釈金日
を
利
用

し
て
い
る
の
に
対
し
て
尊
経
閣
本
の
抄
は
八
資
料
5
V
波
線
部
の
如
く
「
諮

(注お)

義」
の
み
を
利
用
し
「
直
解」
を
利
用
し
て
い
な
い 。
八
資
料
5
V
の
二
重
点

線
部
は
「
直
解」
に
類
似
す
る
が 、
此
が
三
略
本
文
に
依
る
事
は 、
「
直
解」

に
依
る
八
資
料
1
V
宣
賢
抄
の
其
部
分
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る 。
従
っ

て 、
尊
経
閣
本
の
抄
が
宣
賢
抄
を
利
用
し
た
と
仮
定
す
る
と 、
宣
賢
抄
で
「
講

義」
を
利
用
し
て
い
る
部
分
は
其
に
依
り 、
「
直
解」
を
利
用
し
て
い
る
部
分

は一
々
削
除
乃
至
は
別
表
現
に
改
変
し
た
と
い
う
不
自
然
な
事
態
を
想
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い 。
宣
賢
抄
に
於
て
は
注
釈
書
の
直
接
引
用
以
外
は
出
拠
を
示

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら 、
此
想
定
は
無
理
で
あ
る 。
「
講
義」
の
み
を
利

用
し
た
尊
経
閣
本
の
抄
を
参
勘
し

別
に
「
直
解」
を
利
用
し
て
宣
賢
抄
が
成
立

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

尚
次
例
も
注
意
さ
れ
る 。

O
恩
ノ
蓄
ア
テ
倦
怠
ラ
サ
レ
ハ
一
人
ヲ
モ
テ
万
人
ヲ
モ
取
ル
ヘ
キ
也
(
尊
経
8

ウ
7)

恩
恵
ノ
蓄
ア
テ
倦
怠
ラ
サ
レ
ハ
一
人
「
恩」
(
鮎鳩)

ヲ
以
テ
「
敵
ノ」

(
糊)

万
人
ヲ
「
モ
取
ル」

(
樋)
「
院
服

け
で

(
備)
ヘ
キ
也
(
宣
賢
凶
オ
2)

恩
之
所
量出
亦
不ν
倦
失(
中
略)
非-F一
取予
万
乎
(
議
日
ウ
3)

蓄
恩
恵
而
不
倦
怠 。
以
吾一
而
取
人
之
直
也
(
直
口
オ
6)

タ夕、へ
を
トキは
ーー

を
ル
を

蓄レ
恩
不レ
倦
以レ一
一収レ
葛
(
本
日
ウ
7)

宣
賢
抄
の
訂
正
前
は
「
敵
ノ」
を
除
い
て
尊
経
閣
本
に一
致
し
て
い
る
の
で
あ

る
が 、
其
を
引
続
い
て
引
用
し
て
い
る
「
直
云
非レ
謂
二
人
而
可レ
取ユ
万
人­

差
比一
人
之
恩
苔
之
不レ
倦
而
万
人
自
照
之
也」
に
依
っ
て
訂
正
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て 、
此
例
か
ら
見
て
も
宣
賢
抄
が
後
に
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る 。

10 

以
上
の
考
察
と 、
更
に
八
資
料
l
v
と
八
資
料
5
V
と
に
示
し
た
如
く

三
略

{注目叫)

本
文
の
訓
読
が
僅
か
の
例
外
を
除
い
て
両
抄
で
殆
ど一
致
す
る
点
と
か
ら 、
尊

経
関
本
の
抄
は
宣
賢
以
前
の
清
家
の
人
の
手
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る 。



清原宣賢 自 筆 「三 略邸主l、」 の 本 文 の 性 格 IC就て

阿
部
隆一
博
士
は 、
仁
和
寺
蔵
「
古
文
孝
経
問
書」
と
東
山
御
文
庫
蔵
「
論

語
抄」
と
を
清
原
良
資
の
抄
と
推
定
さ
れ 、
此
を
宣
賢
抄
の
「
孝
経
秘
抄」(
自

筆
本 、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵) 、
「
論
語
聴
塵」
(
建
仁
寺
両
足
院・
大
阪
府
立

図
書
館
等
蔵)
と
比
較
す
る
と 、
前
者
は
後
者
の
「
内
容
を
殆
ど
よ
り
簡
潔
な

形
で
包
含
し 、
そ
の
原
型
た
る
姿
を
呈
し
て」
い
て 1
治
家
に
於
る
抄
物
の
作

(注幻}

成
が
古
く
湖
り
得
る
も
の
で
あ
る
事
に
注
目
さ
れ
た 。
右
に
見
た
尊
経
関
本
の

抄
は
此
対
応
に
於
る
良
賢
抄
に
酷
示
す
る 。
仁
和
寺
蔵
良
賢
抄
「
古
文
孝
経
問

書」
と
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
宣
賢
抄
「
孝
経
秘
抄」
と
の
対
応
例
を
示
す 。

O
祭
ト
ハ
金
石
紘
竹
ノ
声-一
出
ル
ヲ
云
也
則
風
ノ
図
テ
成
処
也
風ハ
山
川
/
気

ト
シ
テ
コ
、
ヨ
リ
カ
シ
コ
ニ
物
ヲ
融
シ
通
ス
ル
モ
ノ
也
河
海
ノ
水
中ニ
モ
通

リ
山
晶体
ノ
土
中ニ
モ
融
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
聖
人
ノ
徳
至
ラ
ス
ト
云
処
ナ
キニ
愉

也
故ニ
腕
遠ニ
ヵ
、
ヤ
ク
へ
シ
(
良
賢
9
オ
9)

祭
ト
ハ
金
石
総
竹
ノ
戸-一
出
ヲ
云
風
ノ
ヨ
テ
成
モ
ノ
也
山
川
ノ
気
ヲ
通
ス
ル

コ
ト
ハ
楽
音
ノ
僚
暢
ス
ル
カ
如
シ
故ニ
祭ハ
山
川
ノ
風
ヲ
通
ス
ル
也
関
ト
ハ

ル
ヅヴ

流
通
ス
ル
ヲ
云
風ハ
山
川
ノ
気
ト
〆
此
ヨ
リ
彼ニ
物
ヲ
通
ス
河
海
ノ
水
中ニ

モ
通
リ
山
獄
ノ
土
中ニ
モ
通
ル
モ
ノ
也
築ハ
人
君
ヲ
褒
揚
シ
テ
庚
遠ニ
及
ホ

ス
也
(
宣
賢日
ウ
6)

ヲ

{注目同)

通レ
気
若ニ
楽
音
之
僚
暢-
故
楽
所ユ
以
山j
川
之
風-
也(
孝
経
述
議
児・
7)

祭
能
稜コ
揚
人l
君
之
徳-
使レ
至-一
於
庚1
遠-
也
(
向
田
・
8)

O
醤ハ
コ
ン
ツ
ト
モ
ツ
ク
リ
水
ト
モ
云
也
飯
/
後
口
ヲ
ス
、
ク
水
也
(
良
賢況

オ
6)

醤ハ
コ
ン
ツ
ト
モ
云
ツ
ク
リ
水
ト
モ
云
口
ヲ
ス
、
ク
事
ア
ル
也
(
宣
賢
出
オ

l)
 

O
圭
ト
云
玉ハ
上7
ロ
ク
シ
テ
下
フ
ク
レ
タ
ル
玉
也
(
良
賢
ロ
ウ
l)

圭
ト
云
玉
ハ
上7
ロ
ク
下
フ
ク
レ
タ
ル
玉
也
(
宣
賢
回
ウ
1)

口

尊
経
閣
本
の
奥
書・
識
語
の
検
討

先
ず
傘
経
閣
文
庫
蔵
「
三
略
秘
抄」
の
奥
書・
識
語
を一
示
す 。

(
お
オ)
脳出
安
二
年
五
月
書
弥
仁

(
お
丁
ウ
に
二
五・
九
×一
六・
二
経
の
添
付
紙)

去
明
臨時
第
九
仲
秋
下
八
日

後
土
御
門
院
崩
御
子
時
禁
閥
殊
外
依
御
不
如
意

/
御
迭
葬
延
引
之
廃
佐
々
食
管
領
源
高
頼
朝
臣
奉
調
進
其
料
依
弦(巴悼分)
/

勝
仁
親
王
初
冬
下
五
日
践
酢
仲
冬
上
旬
奉
葬
先
帝
於
泉
涌
寺
愛
被
戚
/
高
額

至
忠
賜
桐
菊
御
紋
井
後
光
殿
院
震
筆
之
三
略
秘
抄
加
之
摘出
昇
殿
/
勅
詔
日
今

度
拙
忠
功
条
至
永
子
孫
不
可
混
自
余
之
諸
直
也
然
今
管
領
/
源
義
質
靭
臣
民

後
世
可
加
奥
書
旨
蒙
倣
命
誠
震
翰
書
尾
甚
雄
多
/
恐
停
彼
時
清
家
依
翁
勅

使
由
緒
達
而
難
遁
御
所
望
不
顧
後
難
染
不
/
品円
筆
而
己
/

天
文
己
酉
秋
九

月
朔

従
四
位
上
行
大
外
記
粂
博
士
伊
後
介
清
原
朝
臣
校
賢
「
東」(職)

(
裏
表
紙
官裁
に
二
五・
一
×
六・
五
糎
の
添
付
紙)

笛
家
所
体
之
三
略
秘
抄
者
世
希
有
費
物
也
然
天
文
己
後
度
々
依
兵
鋭
/
不
出

箱
底
故
悉以
依
之
粉
失
今
年
加
修
補者
也
家
語
云
笈
翰
之
奥
呑
/
者
切
紙
用

害
事
謂
故
質
因
弦
清
原
校
賢
朝
臣
以
別
紙加
奥
書
事
者
/
是
調
之
乎
子
孫
等

可
承
知
者
也
/
元
和
第
三
八
月
吉
祥
日

佐
々
質
管
領
義
郷
入
道
台
岩

謹
書(鳩山~)

奥
書・
識
語
に
依
る
と
本
抄
の
書
写
者
は
弥
仁
即
ち
後
光
厳
院
と
な
る 。
後
光

厳
院
は
北
朝
暦
応
元
年
(一
三
三
八)
誕
生
文
和
三
年
(
ごニ
五
四)
即
位
応

安
四
年
(一
三
七一
)
K
譲
位 、
応
安
七
年
に
崩
御
さ
れ
て
い
る
か
ら 、
応
安

二
年
は
在
位
中
で
時
代
的
に
合
う 。
又
後
光
厳
院
は
「
禁
装
御
好
文
之
事」

(
尽
管
記
応
安
元
年
四
月
廿
五
日)
と
見
え
て 、
学
問
を
好
ま
れ
た
天
皇
で
あ

る
か
ら
コニ
略
秘
抄」
の
書
写
者
と
し
て
相
応
し
い 。
既
述
東
山
御
文
庫
蔵
良

賢
抄
「
論
語
抄」
が
称
光
天
皇
笈
祭
で 、
「
応
永
廿
七
年

弱
仁」
と
あ
る
事

11 



が思い合わされる 。

とζろが添付された校賢の識語と佐々
貴義郷の識語とK問題が存

する 。
先ず「天文己酉」
は天文十八年であるが 、「公卿補任」
に依

ると此年枝賢は大外記兼伊予介ではあるが 、
従四位上になったのは

翌天文十九年正月で 、
此時は従四位下であった 。

次に後土御門院崩御は明応九年九月廿八日であって(史料綜覧) 、

仲冬と合わず 、
勝仁親王践酢の
日は史実に合うが 、
送葬は十一
月十

一
日で上旬ではない 。
併し「禁関殊外依御不如意御送葬延引」
は 、

「如此遅々
更不可有先規鰍」(後法興院記明応九年十一
月十一
日)

「依レ元ニ用脚一四十余日奉レ置内裡黒戸、
希代事也」(本朝皇胤紹運

録)
と見ゑるし 、
泉涌寺に葬奉った事等は史実に合う 。
してみれ

ば 、
明応九年(一五OO)の
事を天文十八年(一五四九)
に書いて

いる事を考えると 、
有り得る記し誤りであるかも知れない 。
(注m)

佐々
貴管領源高頼朝庄は 、
山名宗会没後の
応仁の
乱西軍の
首領で

あった戦国武将で 、
寺領を侵し将軍に敵対して引けを取らぬ人物で

あった 。
明応五年には其までの荘園冒占の
罪を勅免せられ御礼とし

て内裏へ「太万代五百疋 、
御馬代千疋」(蒲生郡志二ノ一二)
を進上

しているから 、
明応九年頃も朝廷とは近くにあったと考えられ 、後

土御門院の送葬 、
親王の践昨の
為の
賀用に就て 、「午刻参武家 、
践

酢御樫也(中略)
今度惣用三蔦疋云々
(中略)
従武家五千疋助成云

」々(後法興院記明応九年十月廿八日)「践件以下重事無途乱被執行

線珍重出令物語 、
践昨夜柳相迩之儀共有之云々 、
今度吉凶雨依惣用

七菖疋計致沙汰云々 、
此外売陰方可僑三
高疋計欺云々 、
依未到未及

沙汰云々
」(同明応九年十一
月十四日)
とある武家(或いは其一
人)

は佐々
貨高額であった可能性もある 。
併し佐々
賀高頼が料を調進

し 、
其代に桐菊の
紋と後光厳院震袋三
略秘抄とを賜わり昇殿を許さ

れた記録は未だ見ない 。

次に問題は「今管領源義質」
と「佐々
質管領義郷入道台岩」
とで

ある 。「近江蒲生郡志」
及び「滋賀県史」
に依ると 、
佐々
賞の系図

は次の通りで(必要な部分 、
必要な記事のみ抜率) 、
佐h寅で管領

(一
族の長の意と解される)
と呼ばれる人物中にも其外にも義実及

び義郷なる人物は見えない 。

12 

永

正

十

五

第

十

一

世

年

四

月

四

日

卒

-
l
氏
綱

一

天

文

廿

一

年

一

第

十

二

世

正

月

二

日

卒

F

年

五

十

八

「定額
||

幼

名

器

開

成

長

第

十

四

世

十

七

年

十

月

廿

二

日

卒

年

六

十

九

|義治 永

正

十

七

第

十

世

年

十

月

廿

一

日

卒

高額

li--

山嵐

長

三

年

三

第

十

三

世

月

十

四

日

卒

年

七

十

八

義賢

第

十

五

世

卒六法

年年名

七八承

十月漢

四九元

日和

法

名

了

禅

承

応

元

年

七

月

廿

八

日

卒

年

六

十

七

高和

義定

と乙ろが 、
沢田説内の手になる「江源武鑑」(十八巻二十附 、京
都

大学図書館蔵明暦二年刊本に依る)
を見ると 、
佐々
木義実・
義郷の

名が見-え 、
リ
ヅナノヘ与ラテコワテ

エハ
トヨンサネノ

O白エ永l正十五年戊寅-至-一弘l治三年二月三日己主屋形-義質公事也

ス

ト

ノ
ヨンサト
ノ

O自ニ天l正十年壬午五月-至ニ元l和七年-号-一屋形-義秀公男義郷公事

也
ヨYサト

タイカン

O江州義郷入道台岩(巻十八日刊了オ)
サキノコウヤウノクワンレイ
ノ
タイカyセイキヨ

O(元和九年七月)九日酉魁前
江腸
管
領少将源義郷入道台岩逝去



抗原資賢自祭「三時1'e.抄」の本文の性格lé就て

(
同
白
丁
ウ)

と
時
期
も
合
い 、
義
郷
の
入
道
名
も一
致
し
て
い
る 。
室
町
時
代
末
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
は
混
乱
の
時
代
で
あ
り 、
偽
系
図
が
移
し
く
作
ら
れ 、
今
日

か
ら
も
或
る
人
物
が
実
在
し
た
か
否
か
は
容
易
に
確
認
し
難
い
と
言
わ
れ
る 。

沢
田
源
内
の
当
該
舎
は
同
人
が
出
世
を
願
い 、
佐
々
木
氏
郷
を
名
乗っ
て
佐
々

木
の
子
孫
に
列
る
為
に
偽
作
し
た
蓄
と
さ
れ
て
い
る
が 、
出入
実
に
合、つ
事
も
多

く
全
く
の
偽
妄
と
は
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る 。

此
識
語
の
問
題
か
ら
本
抄
物
を
偽
作
と
見
る
説
が
あ
る 。
尊
経
閣
文
庫
本
の

木
箱
の
蓋
に
添
付
さ
れ
た
紙
に
次
の
如
く
あ
る
の
が
其
で
あ
る 。

此
三
略
秘
抄
ハ
沢
田
武
兵
衛
贋
作
ナ
ル
由
明
治
十
五
年
七
月
博
物
局
/
官
吏

黒
川
良
頼
古
筆
了
悦
等
一

覧
之
上
中
間
候
乍
去
珍
書
之
由
/
沢
悶
武
兵
衛
ナ

ル
者
者
元
和
寛
永
之
比
ノ
者
三
間

佐
々
木
義
郷
ナ
ル

者
/
ヲ
系
図
江

喜
入
賞(

者
ノ
末
文
ヲ
舎
加
シ
タ
ル
由
尤
義
郷
ナ
ル
者
ハ

本
/
系
闘
ニ
ハ

無
之
者
且
本

書
モ
人
山
宮-一
ハ

無
之
「
穎」
(域時の)
然
タリ

義
実・
義
郷
が
偽
作
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
国史
研
究
者
の
教
導
に
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
が 、
併
し 、
仮
り
に
両
人
が
偽
作
さ
れ
た
人
物
で
あっ
た
と

し
て
も 、
其
処
か
ら
抄
物
其
物
を
贋
作
と
断
定
す
る
事
は
出
来
な
い 。
其
場
合

に
は 、
次
の
諸
点
か
ら
抄
物
其
物
は
贋
作
で
は
な
く 、
添
付
さ
れ
た
別
紙
に
あ

る
二
の
識
語
が
偽
刊
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る 。
仙
「
震
翰
集」

κ
見事り
れ
ろ
後
光
厳
院の
隼
と
比
較
す
る
と
本
抄
の
筆
は
利
祁
拙
で
従っ
て
転

{注釦)

写
本
か
と
考
え
ら
れ
る
が 、
書
写
は
安 一
町
時
代
と
見
ら
れ 、
'X

Hチ
に
か
込
っ
て

い
る
虫
損
も
故
意
の
も
の
と
は
見
ら
れ
な
い 。
ω
「
三
略
直
解」
の
撰
者
劉
買

は
明
の
洪
武
四
年
(一
三
七一
)
の
進
士
で 、
「
直
解」
は
其
年
以
後
に
作
ら

(注引)

れ
た
も
の
で
あ
る 。
宜
賢
以
後
の
三
時
の
抄
物
が 、
関誌田
(
先
制向
川刊
同
倒
的)

は
勿
論
削
の
抄
も
史
に
山
鹿
京
行
「
三
時
諺
義」
等
も
「
講
義」
と
「
直
解」

と
の
こ
注
釈
蓄
を
利
用
し
て
い
る
の
に 、
尊
経
関
本
が
「
講
義」
の
み
に
依っ

て
い
る
事
は 、
此
書
が
「
応
安
二
年
(一
三
六
九)」
以
前
に
成
立
し
て
い
た

と
し
て
始
て
よ
く
理
解
出
来
る
の
で
あ
る 。
ω
既
述
の
如
く
独
自
に
注
釈
書

「
諮
義」
を
参
勤
し
て
作
成
し
て
お
り
偽
作
と
し
て
は
手
が
込
み
入
り
過
ぎ
て

い
る 。
簡
単
に
偽
作
し
よ
う
と
す
れ
ば
宣
賢
抄
等
の
既
存
の
抄
物
か
ら
抜
書
す

る
の
で
事
足
り
る
訳
で
あ
る 。
ω
添
付
さ
れ
た
別
紙
の
識
語
の
内
容
に
は
偽
作

の
動
機・
目
的
を
認
め
得
る
が 、
「
三
略
秘
抄」
の
本
文
其
物
に
は
偽
作
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
認
め
ら
れ
な
い 。
問
先
述
の
如
く
本
抄
と
宣
賢
抄
と

の
関
係
は 、
孝
経
抄
に
於
る
良
賢
抄
と
宣
賢
抄
と
の
関
係
に
類
似
し
て
お
り 、

此
事
は
又
後
述
の
臼
に
於
て
も
認
め
ら
れ
る 。

そ
れ
で
は
宣
賢
以
前
の
清
家
の
人
で
抄
者
は
誰
か
と
い
う
に 、
後
光
厳
院
の

(注幻)

侍
読
を
勤
め 、
後
光
厳
院
に
古
文
尚
書
を
進
講
(
応
安
六
年
終
了)
し
た
事
も

あ
る
清
原
良
質
が
時
代
的
に
当
る 。
良
賢
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が 、
応
永
四

年
(一
三
九
七)
に
山
家
し 、
永一与
四
年
(一
四
三
二)
十
月
二
十
九
日
に
没

{注お}

し
て
い
る 。
曽
孫
業
忠
の
出
家
が
五
十
歳 、
其
子
宗
賢
五
十
八
歳 、
宣
賢
五
十

五
歳
か
ら 、
良
mH
が
五
十
五
歳
で
出
家
し
た
と
仮
定
す
る
と 、
父
宗
季
二
十
歳

の
時
の
子
で 、
九
十
歳
没
と
な
り 、
応
安
二
年
は
二
十
八
歳
と
な
る 。
良
賢
は

既
述
の
如
く
古
文
孝
経
間金田・
論
語
抄
の
抄
者
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら 、

尊
経
閣
本
の
「
三
略
秘
妙」
の
抄
者
と
見
る
に
相
応
し
い 。
そ
こ
で
以
下
に
は

尊
経
閣
本
の
抄
と
呼
ん
で
来
た
も
の
を 、
宣
賢
抄
K
対
応
さ
せ
て
良
賢
抄
と
呼

ぶ
ζ
と
と
す
る 。

白

両
抄
の
言
認
の
比
較

右
述
の
関
係
に
あ
る
良
賢
抄
と
宣
賢
抄
と
の
言
語
を
比
較
し
て 、
両
抄
特
に

んH
WH
抄
の
国語
資
料
と
し
て
の
性
格
の一
面
を
明
ら
か
に
す
る 。

先
ず 、
先
に
も
折
出制
し
た
如
く
良
賢
抄
も
中
国
側
注
釈
蓄
に
依
拠
し
て
お

13 



り 、
宣賢の仮名抄の作成の仕方が既に良賢抄に於て成立していた事

を記しておかなくてはならない 。
従って 、
官一賢抄が中国側注釈書を

利用しているかの如く見える例の中には 、
既に良賢抄に於て依拠し

ており 、
其が宣賢抄に引継がれた例も少くないのである 。
先に八資

料1Vで宣賢抄が中国側注釈蓄に依拠していると指摘した例の中の

多くは 、
偶々
中国側注釈書其物よりは良賢抄の方によりよく類似し

ており 、
其等は良賢抄から引継がれたものと見られる 。
併し 、
宣賢

抄の中には注おに例示した如く良賢抄を経ないで直接注釈番手」利用

した部分も多い 。
又 、
良資抄も宣賢抄と同じく注釈蓄に依拠しつ

つ 、
其を改変していて 、
両抄の文体は全般的によく類似する結果と

{注U品)

なっている 。
以下両抄で一
致する面と相違する面とに分けて見る 。

一
致面から見ると 、
官一賢抄の国語は良質抄の其に基く所が大き

い 。
擬声・擬態語が豊富である事は抄物言語の一
の大きな特徴とし

て注目されて来た所であるが 、
宣賢抄に見える其
||用例は多くは

ない
||は 、「クルリ
/\ト」(宣6オ8)
の一
例を除くと他は総て

既に良賢抄に見えている 。

O敵ノハタラキニヨテチヤツ
/\トカハル也(良4オ2)

敵ノ強弱鹿賀ニ図テチヤツ
/\トカハル也(官一6ウ2)

Oシツ卜抑テヲクヘシ(良5ウ3)

シツトヲサへテヲクへシ(宣9ウ4)

O君ヲモ不立メ久クムサ
/\トメヲクヘカラス(良6ウ7〉

君ヲモ不立メムサ
/\ト〆久クヲクヘカラス(官五ウ6)

O息ヒ合テアハイカヘタ
/\ニナラサル也(良8ウ6)

恩合テアワイカヘタ
/\一一ナラサル也(官話オ1)

O究外ナル事ヲフットスル処ニ〆(良口ウ9)

思イヨラヌ事ヲフットスル処ニメ(宣幻オ8)

O行フ事ヲモキリ
/\トセス〆(良日オ8)

行フ事ヲハキリ
/\トセス〆(宣おウ8)

又漢語「敵対」
を活用させた「敵箇フ」(良3ウ5宣5ウ4、
良川品

ウ9宣必オ5
講
H敵 、

本・直無し 、本・直・講
無し) 、接頭辞「ヒ

ツ」(良9オ5宣日ウ7
本H統 、
直日総統 、議
H統) 、「怠ル」

が

ニ格を取った「農業ニ怠ル」(良日ウ2宣おウ8
本・直・講
無し)

も既に良賢抄に見える 。
同様に次の如き宣賢抄の語句も良賢抄から

引継いでいるものである 。

トウツキ(良7オ6宣ロウ5
本・直・議
無し) 、
小竹筒(良8

サ、
ェ

オ6)|小竹筒(宣比ウ7
本・直・講
無し) 、
ミナニナル(良日

ウ1宣乱オ1、
良日ウ3宣泊

オ3
本・直・講
H無) 、

諸侍

(由民ロウ3宣辺ウ2
本・直・

議
H士) 、キリキサムヤウナル

(良ロウ6宣叫ウ1
本・議
H

刻 、
直H苛刻) 、蚊虻ナル(良

げウ9宣汎オ3
本・諮H問

主、
直H
昏
悶之
王)

両抄全文の文末部を土井洋一

(注お)

氏に倣って整理すると表2が得

られる 。
土井氏の表は文
末指定

辞「也」と
「ゾ」
とを
手控
と問

者とに就て比較する為のもので

あるが 、
今其表を転用すると 、

(表 2)
IJil'ì2ttÞ: 毛音戸抄!一一一一 戸竺 空き〔幸 一 阻

用 言) I 227 : 232 ， 155 I 4 
体 言 l拘 ， 178 1 190 I 153 1 . 16 
助動詞 I - 96 I 99 I 32 I 0 

そ の 他) I 9 I 15 I 6 I 2 
用 言 | 国 1 178 I 200 I 23 
助動詞 I 167 I 190 I 96 I 5 
そ の他 1 0 1 3 I 13 1 16 

*
数
字は
用
例
数

*
*
毛
詩
抄の
例
は
土
井
氏に
拠
る
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| 文 末 形 式 | 良賢抄 | 宣賢抄
ベ キ也 | 29 1 23 
7 ジ キ也 3 7 
ザソレ也 43 I 50 

助 ヌ 也 (打消) I 1 4 
動 シ 也 (過去) 8 0 詞 ノレ也 (完了) 1 0 
+ タ ノレ也(断定) I 1 I 0 
也 ( ラ ) ノレノレ也 (受身) I 4 I 9 

シ ム ノレ也(使役) 2 I 4 
ス ノレ也 (使役) I 3 I 2 
如 ク 也 1 I 0 
ト 也 (並列) 1 : 1 
ト 也 ( 引 用 ) 0 7 その 二T抱山山 5 3 

他 以 也 3 0 
也+ 1 刊F出þ， I 0 2 

テ 也 o 1 1 
| ベ シ I 71 83 
| ベ カ ラ ズ I 24 I 20 

ズ I 30 I 27 
助 タ リ (完了) I 1 I 17 
動 リ 24 17 
詞 ， タ リ (断定) I 2 2 I ( ラ ) Jレ 1 I 1 

| シ ム 3 9 
| 如 シ I 11 14 

そ | 歎 o 1 
自 | 体 言 o 2 

清 原 宣賢 自 筆 「三 略 秘 抄 」 の 本 文 の 性格IC就て

(表 3)良賢抄と宣賢抄とは文末部形式の
其々の
占める比較が可成りよく類

似する 。
毛詩抄手控
と比較すると 、三
略抄の
方は
助動詞+也又は助

動詞で文が終止する例が多い点が相違するの
であるが 、
此は表3か

らも明らかな如く「ベキ也」「ベシ」「ベカラズ」
が多い事に起因し

ている 。「ベキ也」「ベシ」
には推量の
意の
例も存するが其は僅少で

其殆どは適当当然命令の意の
例であって 、
此等の
頻用は三略が教訓

的な内容の
書である事に図っている 。

助動詞(+也)・その
他(+也〉
で終る文の
内訳は表3の通りで

ある 。
概して
助動詞を含む文末形式も両抄でよく類似している 。
又

土井氏が 、
文末に現れる用言で抄物的とされた「ト(ヲ)云・アリ」

も表4の
如く用いられている 。講
述する語句の
提示の
仕方も 、

トハ(良初オ6)lハ(宣おオl) 、
トハ(良4オ8)|ト云ハ(宣

(表 4)
|良賢抄I宣賢抄I毛「手詩控抄�I毛「聞詩書抄

J 
12 12 。

ヲ 玄也 3 3 1 
19 14 36 8 

ヲ Z工 35 38 4 
ア Jレ也 4 。
ア 30 1 

米-
毛
詩
抄
は
土
井
氏に
拠
る

7オ51
ト一一Aハ(良ロ

ウ4)|ハ(宣詑ウ3)

の
如く雨抄で相違する場

合があるが 、
全体として

見れば両抄共に「ハ」「ト

ハ」「ト云ハ」
が
用いら

(注お}
れている 。

以上の
如く両抄の
言語

は 、
共に中国側注釈書に

依拠しているという事実

を除いて考えても 、
よく

類似している 。
先人の抄

の
継承は抄物資料の
有つ

一の特徴であって 、
抄物言語の
研

究に於ては 、
其言語が如何なる時

代語の反映かの
解明が不可欠の
も

の
と考えられる 。

次に両抄の
言語上の
相違点を見

る 。
相違には 、
新たな語句が補加

された例と 、一
対一
で対応しつつ

別表現になった例とがある 。
語句

の補加で言語上注意されるの
は同

義・類義の
語句を添加した例であ

る 。O賢人ヲ得ルニ(良3オ7)|賢人
15 



智
人
ヲ
得テ(
宣4
ウ
7)
人(
本) 、
賢
智
之
人(
直)

it
--til

モハラ

O
純一
也(
良4
ウ
8)
i

純i一
無l
雑
也(
宣8
オ
5)
純(
本)

O
去へ
シ(
由民6
オ
8)

五口ハ
退
テ
去へ
シ(
宣孔
オ
l)

去(
本) 、

去(
直)

O
騎ル
ヘ
カ
ラス
(
良
印
ウ
1)

騎テ
ク
ワン
タ
イニ
ア
ツ
カ
フへ
カ
ラス

(官
百
オ
2)

騎(
本)

Illi--Illi--III-

マテに

O
代々
(
良包
オ
2)
|

代々
子
孫マ
テニ(
宣幻
ウ
5)
累1
世(
本) 、
子
孫

累
世(
直)

1lili--111i

タタスを
に

O
臣ニ
下ス
ヲ(
良幻
ウ
6)
|

臣ニ
下
〆
下
知ス
ル
ヲ(
宣お
ウ
8)

下ν
臣

(
本) 、
下
於
臣(
直)

O
高
官(
良お
ウ
7)
l

南出
高
官(
宣必
ウ
l〉

爵(
直)

逆
例
も
存
す
る
が
右
に
比べ
て
少い 。

次
に
対
応
し
た
箇
所で
の
表
現
の
相
迭
を
見る 。

1
良
賢抄カ
タ
シ・
ア
タハ
ズ
宣
賢
抄エ・
ズ

賢人
ヲ
得ス
ンハ・
諜
ヲ
成カ
タ
賢者
ヲ
不
得ハ
謀
ヲハ
エ
成ス
マ
シ
キ

シ(良3オ4)

也(宣4ウ2)

禁
制ス
ル
コ
ト

ア
タハス
{良口オ
エ
禁セ
サル
也(宣初ウ5)

ω}
 

d
人ハ
エ
知ラ
サル
モ
ノ
也

(良3ウ9)

人ハ
エ
知ラ
サル
モ
ノ
也
宣6オ6

2
良
賢
抄シ
ム
|官一

賢
抄(
サ)
ス

辛
労セ
シ
ムヘ
カ
ラス
(良7オ7)

食シムヘ
カ
ラス
(良8オ2)

，d守田ス
(良川ロウ9)

3
良
賢
抄サル
l

宣
賢
抄ヌ

辛
努サ
セ
サル
也(宣ロウ6)

クハ
セス
(宣Mウ1)

-晶シム(宣加ウ2)

得サル
ヤ
ウニ(良6ウ1〕

得ヌ
ヤ
ウニ(宣口オ6)

4
良賢抄文選出恥|宣賢抄文選読せず

葛
蕗ノ
クス
ノ
ツル
ノ
相
逮カ
如
葛
藤ノ
相
違ナル
カ
如シ
宣おオ7)

ク(良Mオ7)

好
雄ノ
カ
タマ
シ
キ
者カ

(良凶オ叩)
良
資
抄
故-一
-|

宣
賢
抄ホ
トニ 、

良
資
抄シ
カ
レハ
宣
賢
抄サル
ホ
ト

Ill11

ヒヤウ

1il'111

兵
革
輿-フス
故ニ
天
下
其
生
ヲ
無
兵
革カ
不
興
ホトニ
其生
ヲ
師耐
震ニ
タ

矯ニ
タモ
ツ{良4オ9)

モ
ツ
也
宣7オ6)

聖
人ハ
是
心
ヲ
存〆
天
下ノ
事
機
聖
人ハ
方
寸ノ
間/
心
ヲ
存
メ
天
下ノ

ニ
膝ス
ル
也シ
カレハ
不
戦〆
功
事
機ニ
舷ス
ル
也サル
ホ
トニ

不
戦
〆

ヲ
成コ
ト

ア
リ(良4オ
担

功
ヲ
成ス
也E且7オ8)

仏
故(良部オ3)

シ
カレハ(宣叫ウ4)

6
良
賢
抄
如シ

|
宣
賢
抄
ヤ
ウ
ナ
リ

如
此(良7オ7)

|カ
ヤ
ウニ(宣ロウ6) 、
如
此(良川副オ4)
|サ

ヤ
ウニ(宣引オ

オ2)、
其ノ
知クニ{良5ウ4)
サ
ヤ
ウニ(宣9ウ6) 、
恩フ
如ク(良Uオ7)

|
思フ
ヤ
ウニ
宣mオ7)、
心カ
結ヒ
堅タ
ル
如ク
ナル
也(良日ウB)
|心

カムス
ヒ
堅タル
ヤ
ウ
也(宣幻オ5)

d .
カ
ヤ
ウニ(良7オ7)

7
良
賢
抄
ヲ以
テ
宣
賢
抄
ヲハ

老
子モ
佳
兵
ヲ
以
テ
不
祥ノ
器
ト

遠
而

権
詐ノ
イ
ツハ
リ(良凶ウ叩}

仏
英
雄ノ
人ニス
クレ
タ
ル
者
五

四ウ5}

5 

16 

姦
雄ノ
者カ(宣幻オ3

椛
道ト
テ
イ
ツハ
リ(宣mウ4)

英
雄ノ
人ニス
クレ
タル
者(宣詑オ7)

日
七(宣ロウ6

4UFJ且

老
子モ
佳
兵ヲハ
不
符ノ
田川
トス
{宣必



ス
(
良
お
オ
1}

老
子
筈
以レ
佳
兵
魚ニ不

祥
之
器-
失(
講
ω
オ
5}

前
抄
の
全
体
量
か
ら
見
る
と
多
量
で
は
な
い
が 、

此
様
に
良
賢
抄
の
方
に
訓
読

調
の
強
い
例
が
認
め
ら
れ
る
。

8

良
賢
抄
格
助
詞
ガ
無
1

宣
賢
抄
有ヒヤワ

兵
革
興-
フ
ス
{
良
4
オ
9)

兵
革
カ不

興
ホ
ト
ニ
{
宣
7
オ
6)

一

族
一

家シ

タシ

ム
モ
ノ
也
(
良
7

一

族
一

家
カシ

タシ

ム
也
宣
ロ
ウ
1)

オ
5)

大
将
一

人
笠
ヲ
サ
、
ス
{
良
8
ウ
3)

敵
ノ
衆
コ
ナ
タ
ノ
勢
ヲ
望
見
レ
ト

モ
(
良
叩
オ
2)

兵
敗
テ(
良
U
ウ
2}

職
閣
ニ
及
フ
(
良
口
ウ
2)

大
将
思
慮
ナ
ケ
レ
ハ
(
良
ロ
オ
3v

民
互
ニ

仁
義
ノ
道
ヲ
ソ
コ
ナ
フ

(
良
日
ウ
7)

恩
湾
昆
虫-一
及
ト

キ
ハ
{
良
m
ウ
7)

徳
浮
カ
昆
虫
ニ
及
ト

キ
ハ

宣
お
ウ
6)

狭
三
代
マ
テ
ニ
及
フ
(
良
お
ウ
旦

狭
カ
三
代
マ
テ
及
フ
也
宣
剖
オ
3)

，比
越
箸
カ
コ
レ
ヲ
用
テ{
良
5
ウ
2)

越
箸
コ
レ
ヲ
用
テ{
宜
9
ウ
3}

賞
罰
カ
明
ナ
ル
時
ハ
{
良
凶
オ
5)

賞
爵
明
ナ
ル
時
ハ
(
宜
日
ウ
4}

抄
物
の

転
写
本
間
に
は

助
詞
の
有
無
の

相
違
が
認
め
ら
れ
る
と
と
が
あ
る

が 、

此
処
で
良
賢
抄
が
自
筆
本
で
な
い
と
と
を
考
慮
し
て
も 、

右
は
尚
両
抄
閑

の
顕
著
な
相
違
と
言
え
る
。

9

良
賢
抄
ニ

l
宣
賢
抄
へ

一

箪
ノ
酒
カ
河
中
ニ
打
入
テ
ハ
一

清 原 宣 賢 自 主在 「三略 秘 抄」 の 本 文 の 性格iζ就て

ウ
3 

カイ

大
将
一

人
カ
蓋
ヲ
サシ

テ{
宜

主ソ
3}

敵
ノ
衆
カ
コ
ナ
タ
ノ
勢
ヲ
望
見
コ
ト
ヲ

ハ
(
宣
凶
オ
4)

兵
カ
敗
テ{
宣
幻
オ
2}

禍
カ
園
カ
及
フ
宣
幻
オ
2)

大
将
カ
遠
慮
カ
ナ
ケ
レ
ハ

量
れ
ウ
3}

民
カ
互
ニ
仁
義
ノ
道
ヲ
ソ
コ
ナ
フ

(
官品
川品
ウ
2)

一

箪
ノ
酒
カ
河
中
へ
ウ
チ
入
テ
ハ
一

河

河
ノ
酒
ノ
味
ニ
ナ
ル
事
ナ
シ

(
良
8
オ
6)

姦シ

キ
方
ニ
雄
ナ
ル
者
ヲ
分
別
ス

ル
也(
良
川口
オ
8)

ω

其
他

云
イ
タ
キ
マ
、
ニ
(
良
6
ウ
2)

云
イ
タ
イ
マ

:一

室
U
オ
7)

仏
幕
ヲ
ウ
ツ
テ(
良
8
ウ
2)

幕
ヲ
ウ
チ
テ(
宣
日
オ
日)

又
対
応
例
で
は
な
い
が
宣
賢
抄
に
次
の
如
き
例
が
あ
る 。

日

ハ

行
の
ヤ
行
化

軍
法
ヲ
乱
ル
者(
良
ロ
オ
三

軍
法
ヲ
チ
カ
ユ
ル
者(
宣
幻
ウ
8)

(
対
応
語
無し
)

人
ヲ
従
カユ
ル
ホ
トニ
宣
7
オ
5}

此
等
は
や
は
り
全
体
亙
か
ら
見
れ
ば
少
い
が 、

宣
賢
抄
の
方
に
新
し
い
語
法
が

(
注
幻)

見
ら
れ
る
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う 。

右
の
2
・
5
・
8
・
9
は
孝
経
抄
二
本
の

比
較
に
於
て
も
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る 。

但
し
6
は
孝
経
抄
で
は
逆
の
対
応
を

示
し
て
い
る 。

両
抄
で
の
対
応
す
る
語
詞
の
相
違
は
総
計
二
五
五
例
認
め
ら
れ
る
が 、

此
相

速
に
は
依
拠
し
た
注
釈
書
に
起
因
す
る
も
の
が
相
当
認
め
ら
れ
る 。

先
ず
次
例

A
の
如
く 、

両
抄
で
相
違
す
る
語
詞
が
「
直
解」

と
「
談
義
」

と
で
同
語
で
あ

る
例
も
五
O
例
認
め
ら
れ
る
が 、

B
の
如
く
「
直
解」

と
「
講
義」

と
が
語
を

異
に
す
る
(
該
当
す
る
語
が
何
れ
か
一

方
κ
存
し
な
い
場
合
も
含
む)

例
が
二

O
五
例
で
多
い

。
(
講
義)

人
主

命人

A B 

B2 Bl 

(
良
賢)

主君
命

人

ノ
水
カ
酒
ノ
味
ニ
ナ
ル
事
ナシ

2且
凶
オ
l)

姦シ

キ
方
へ
英
雄
ナ
ル
モ
ノ
也

(
官品
目山
オ
1)

(
直
解)

人
主

王
言

人
君

(
本
文)

主命(
無
し)

17 

(
宣
賢)

人
主(
幻
オ
3)

勅
命(
鈎
オ
1)

人
君(
ロ
オ
6)



B
K
属
す
る例
は 、
更
に
両
抄と
も
「
直
解」
に
も
「
講
義」
に
も
依
ら
な
い

臥
(五
O例
)
と 、
何
れ
かに
依
る
島
(一
五
五例
)
と
に
分
け
ら
れ
る 。
n印

に
属
す
る例
は
次の
如
く分

類
出
来る 。

ω
良
賢抄
が
「
講
義」
に一
致し 、
宣
賢抄
が
「
直
解」
に一
致す
る例
(
七

八例
)

(
講
義)
(
良
賢)
(
直
解)
(
宣
明氏)

(
本
文)
(
用例
数)

ア
命

命

司
命

司
命{
凶
オ
B}

命

七
二

イ
迎
人

聖
人

事
王

聖
王
右
オ3)

聖
王

三

ウ
聖
人

聖
人

翠
王

聖
王
(位
ウ
2)

(
帆惜
し)

二

エ
好
臣

好
臣

好
人

姦
人
(お
ウ
4)

姦

一

げ
ωと
逆にんU一
賢
抄
が
「
講
義」
に 、
良
賢抄が
「
直
解」
に一
致
す
る例

(二例
)

ア
大

強大

強大

大
蕊オ4)

強大

一

ソ本ム

イ
嫉

嫉
妬

鉱
妬

嫉
(叫
オ4)

嫉

一

(
注
「
講
義」
に
於
て、
対
応
す
る
部
分
で
は
「
嫉」
で
あ
る
が 、
「
鉱
妬」

と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る 。)

ω
ωの
他
良
資
抄
が
「
講
義」
に一
致する例
(
一
七例
)

ア
主

主

(
無
し)
人
主
翁オ8)

主

イ
朝

靭

(
無
し

)

朝
廷
あ
オ
5)

(
無
し)

ウ
蹄

締ス

蹄
順

腕
服ス
ル(ωオ5)
節

エ
軍
衆

軍
衆

(
無
し)

軍
勢
昆
ウ
自)

軍

mH
ωと
逆に
宣
賢
抄
が
「
講
義」
に一
致
す
る例
(一
O例
)

ア
耐
玖

繭

柄
蛍ロ
狭
組合

柄
狭(
幻
オ
1)

柄l
副次

イ
賢

賢
者

(
無
し)

賢{
判
オ7)

賢

ウ
分1
別

分
明

(
無
し)

分
別ス
{ロウ日)
(
無
し)

ω
ωの
他
宣
賢抄が
「
直
解」
に一
致する例
(
四
六例
)

ア
将

大
終

将
帥

将
帥
(お
ウ
6)

将

イ
(
無
し)

民

衆
民

衆
民{
8
ウ
4)

民

ウ
(
無
し)

大
個別

将

将
臼
ウ
1}

将

エ
(
無
し)

主
人

人
主

人
主{
幻
ウ
1)

主

オ(
無
し)
臣

百
官

百
宮おウ8}

(
無
し)

カ
恩

恩
浮

徳
浮

徳
浮
(お
ウ
5)

深

仰い
同
の
逆
例
(
無
し)

ω
未
処
理
(
二
例)

サ
ヘ
カ
ク
シ

蔽

障
へ
蔽
ス

障
蔽

障
蔽
フ
(幻
オ3}

障'
蔽

過

ア
ヤ
マ
ラ

(
無
し)

ア
ヤ
マ
タ
ロ
オ
7)

過

宣
賢抄の
語
詞
は
「
直
解」
に
依
り 、

良
賢抄の
其は
「
講
義」
に
依る
傾
向

が
認
め
ら
れ
る 。
「
講
義」
は
本
文
と
同一
一語で
あ
る
場
合が
多い
か
ら 、

良

賢抄は
本
文の
語に
依る
傾
向が
ある
と
も
言
え
る 。
此
傾
向は
孝
経
抄に
於

て
も
認
め
ら
れ
る
所で
あ
る 。
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(表 5)



次
に
対
応
す
る
語
詞の
相
違
を
其
性
格
か
ら
見
る
と
表5
の
如
く
なっ
て
い

{注お)

)
)

る 。
ω
ωの
対
応
例が
其
逆

仰い
仰いに
比べ
て
多い
事
が
注
意
さ
れ
る
が 、
此
は

孝
経
抄
の
良
資
抄
と
宣
賢
抄
に
就て
も
認
め
ら
れ
る 。
又
右の
傾
向
は
孔叫
に
就

て
認
め
ら
れ
る
か
ら 、
依
拠
し
た
注
釈
蓄に
起
因
し
て
い
る
事
が
分
る 。

回、

今
後
の
課
題

清 原 宣 賢 自 筆 「 三 略 秘抄」 の 本 文 の 性格 IC 就 て

今
後
の
課
題
を
以て
本
稿の
結
び
と
す
る 。

第一
に 、
宣
賢の
抄
物が
中
国
側
注
釈
書に
依
拠
し
て
い
る
事
実
を
「
三
略

秘
抄」
の
他 、
「
孝
経
秘
抄」
「
六
箱
秘
抄」
「
尚
書
聴
慶」
「
曲
礼
抄」
「
月
令

抄」
に
就
て
指
摘
し
た
が 、
此
事
実が
宣
賢
抄
物の
何
処
ま
で
広
が
り
を
有っ

か
を
明
ら
か
に
し
た
い 。
又
其
等の
抄
物の
言
語
と
国
蓄の
抄
物 、
例
え
ば

「
日
本
書
紀
抄」
「
中
臣
駿
抄
」
「
御
成
敗
式
目
抄
」
「
職
原
抄
問
書」

等
の
其

と
の
聞
に
相
違
が
あ
るの
か 、
あ
る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
相
迩で
あ
る
の
か
を

考
察し
た
い 。

五
山
僧の
手に
な
る
抄
物
で
は
中
国
側
注
釈
書
を
如
何
に
利
用
し
て
い
る
か

(
注
鈎)

も
考
察し
な
くて
は
な
ら
な
い 。

抄
物に
於て 、
本
文
に
付
さ
れた
傍
訓
と 、
仮
名
交
りの
抄
中の
語
と
が
相

{注却}

迩
し
て
い
て
注
意
さ
れ
る
場
合
が
少
く
な
い 。
例
を
土
井
忠
生
先
生
蔵
句
双
紙

抄
(
写
本一
mm)
か
ら
示
す(ゆ

珂

銃一) 。

ミチハヲリヒヤワシヨケンナリ
ハムカγテ一ジヤウチウニイソカハγ

O
路
従エ
卒!
路】
仙収
入
向--
静1
中-
忙

ナル
/\
ト
シ
タ
ミ
チニ
イ
カ
ニ

モ
ケン
ソ
ナ
処
アル
也
句
中
ヲ
サ
ス
シ
ツ
カ
ナ
カ岡山へ
ハ一
段
イ
ソ
カ
シ
イ

処
アル
ナ
リ(お
オ
7)

フ
タ
ン
テ
テ
ヲ
ハ
ケ
パ

エ

ア
ケ
ガ
ん

O
含レ
血
畷レ
人
先
汚ニ
其
ロ-

血
ヲ
口ニ
ク、
ン
テ
人一一
ハ
キ
カ
ケ
ウ
ス
レ

ハ
先ツ
ヲ
ノ
レ
カ
口
カ
ヨ
ゴ
ル
、
ナ
リ(担
オ
5)

抄
物
と
中
国
側
注
釈
書
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事に
依っ
て 、
右の
如
き

事
実
を
国
語
学
的に
問
題κ
す
る
事
も
可
能に
なっ
て
く
る 。

第二
に 、
良
賢
抄の
影
響
を
受
け
た
宣
賢の
抄
物に
は
「
孝
経
秘
抄」
「
論

語

聴
塵」
「
三
略
秘
抄
」

の
他
に
存
し
ない
かど
う
か
を
も
調
査
し
た
い 。
京

都
大
学
清
家
文
庫
蔵官一
賢
自
祭
「
左
伝
聡
塵」
に
は 、
良
賢
(
常
宗)
と
業
忠

(
注
川刷)

(
常
忠)
との
問
書
を
用い
て
抄
を
し
た
旨の
奥
書が
有っ
て 、
官一
賢
抄の
成

立
に
とっ
て
良
賢
抄は
相
当
大
き
な
位
置
を
占め
て
い
る
事
が
予
想さ
れ
る 。

「
左
伝
聡
堕」
に
業
忠の
影
響
が
ある
事
が
考
え
ら
れ
るの
で
あ
る
が 、
論

語
抄に
は
業
忠
抄が
現
存
す
る 。
良
資
|

業
忠
|

宣
賢三
者の
抄
物の
関
係
を

も
考
察
し
た
い 。

「三
略
抄」
先
掲
削
国
賢
等
書
写
本は
宣
賢
以
後の
清
家
と
関
係の
深い
抄

と
考
え
ら
れ
る
が 、
宣
賢
抄
と
宣
賢
以
後の
抄
と
の
関
係
も
比
較
考
察し
た
い 。

第三
に 、
官一
時以
抄
物の
所
諮
問
舎の
成
立
に
就て
も 、
中
国
側
注
釈
香の
利

用の
事
実
を
考
慮し
て
考
察し
て
み
た
い 。

(
注
l)

諸
本
の
概
要
を
記
す 。
遠
藤
嘉
基
博
士・
寿
岳
章
子
氏
「
抄
物
目
録

E」
(
国
語
国
文
昭
初・
1)
に
解
説
の
存
す
る
所
は
略
し 、
文
ω
l

削
に
就

て
の
考
察
は
別
稿
に
設
る 。

ω
外
題
策

「
三
略
秘
全」 。
木
箱
入
り 。
二
十

六
丁、
茶
色
表
紙
二
六・

五
×
二
0・
五
額 、
十
行 、
抄
は
二
行
に
書
く 。
朱
点
朱
引
有
り 、
濁
点
無

し 。

全日
遊
紙
裏
に
添
付
紙
有
り 。
其
に
「
後
光
厳
院
「
琴
山」
(
幅)」 。

奥
舎・
識
語
有
り 。
本
稿
第
三
節
に
於
て
扱
う 。

ω
外
題
祭
「
三
略
秘
抄

全
」。

二
十
九
了、

黄
土
色
表
紙
=
二
・

O
×
二

二・
七
握 、
十
行 、
抄
は
二
行
に
書
く 。
朱
点
朱
引
有
り 、
濁
点
無
し 。
浅

草
文
庫・
日
本
政
府
図
書
の
朱
印 、
図
書
番
号一
八
九・
三
二一 。
奥
舎・

識
語
ω
に
同
じ 。

ω
の
虫
損
部
を
空
自
に
し
て
お
り
ω
か
ら
の
転
写
本
で
あ
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る 。
ω
と
比
較
す
る
と
約
六
O
箇
所
の
小
異
が
生
じ
て
い
る 。
其
等
は 、
街

字
脱
字
等
の
誤
写(
但
し

ω
の
訂
正
も
若
干
存
す) 、
ω
の
仮
名
書
に
漢
字
を

宛
て
た
も
の、
漢
字
の
略
字
体 、
合
字
の
仮
名
を
用
い
た
も
の
等
で
あ
る 。

ω
「
抄
物
目
録
E」
そ
の
他・
兵
家
倒 。
題
簸
「
三
略
秘
抄
全
不
出」 。

舟
橋
蔵
書・
京
都
大
学
図
書
之
印
の
朱
印 、
大
き
さ
二
七・
二
×一
二
・

一

題
、

図

書
番

号

∞
l

N
H・

牛
t

N

川刷
外
題
簸
「
三
略
口
義」 。
四
十
四
丁 、
茶
色
表
紙
二
六・
二
×一
九・
六

焼 、
十
四
行 。
朱
点
朱
引

有
り 、
濁

点

有
り 。
ゾ
休 。
五
割刊
の
朱

印
有
り
。

奥
舎・
識
語
「
三
略
口
義
終
本
右
抄
侍
清
三
役
立
賢
入
道
宗
尤
諮
席
舎

之
井
以

講

義

/
直
解
令

指
令

詑

宗
ニ

/
右

設
以
一

覧
次
令

令

官尚
之

詑
外
史

康

雄
(
附)
」

図

舎

恭

号
谷

村
文
庫

∞
l

N
H・

4a
l

H

同
外
題
祭
「
三
略
私
抄」 。
四
十
八
了 。
宵
色
表
紙
二
六・
二
×
二
0・
三

糎
、

十
三

行
。

朱

点

朱
引

有
り 、

濁
点

稀
。

ゾ

体
。

江

藤
文
庫
・

興
聖

寺
公

用・
神
宮
文
庫
等
四
極
の
朱
印
が
有
る 。
奥
書
識
語
無
し 。

削
「
抄
物
目
録
E」
そ
の
他・
兵
家
制 。
大
き
さ
二
七
・

八
×
二
0・
三

幅位 、
仁
和
寺
の
朱
印

。

奥

書
識
語
無
し
。

例
外
題
簸
「
三略
巻
抄」 。
七
十一
丁 、
浪
宵
色
表
紙
二
四
・

O
×一
九・

三
程 、
九

行
。

朱
点

朱
引
有
り 、
濁
点

有
り
。

ゾ
休 。
奥
書
「
天
文
三
午
四

月
下

構
外
記
環

謬
説
演
三

度
了
之
」

制
「
抄
物
目
録
E」
そ
の
他・
兵
家
帥 。
大
き
さ
二
七
・

三
×
二
0
・

八

糎 。
第一
冊
礼 、
第
二
川
楽 、
第
三
河
川刷 、
第
四
冊
御 、
第
五
附
件 、
第
六

冊
数 。
第
五
冊
の
み
十
七
行 、
他
は
十
六
行 。
題
盤以
に
「
悶
賢」
の
朱
印 。

第
六
冊
を
除
く
各
冊一
丁
オ
に
「
舷
橋
詰献
金口」
の
朱
印 。
各
附
題
祭
下
に

「
串H
松」
と
問問
容 。
識
語
は
次
の
辺
り 。(
第一
冊)
天
正
十
三
年(一
五
八
五)

八

月

九
日

遂
容
写

之
功
鼎
(
第
二

冊)

天

正

第

十
三

仲

秋

廿
八

朱

点

却

/
課
稲

常
写
之
(
第
三
冊)
俵
紳
恩
院
周
超
手
謄
写
之
(
第
四
冊)
天
正
十
三
間
八

廿
八
於
灯
下
途
朱
点
之
功
筆
者
稲

常
細
川
典
厩
披
官
(
第
五
冊)
天
正
四
年

丙
子
晩
春
「
下」

(糊日)
「
中」

(腕)
旬
青
松
(
第
六
冊)
俵
観
智
院
空
盛

手
写
之

。

図
書
番
号
清
家
文
庫

∞
l

N
H・

中

ム

(
注
2)
外
題
祭
「
六
稲
秘
抄一
之
三
乾
(
四
之
六
坤)
不
出」
第一
冊一
一

一
丁 、
第
二
冊
六
九
了 。
茶
色
表
紙
二
七
・

二
×一
二
・

一
組 、
有
界
八

行 、
一
界
K
本
文一
行
抄二
行

。

朱
点
朱
引
有
り 、
前
点
線
し 。
ナ
リ
休

。

般
防
蔵

3・
京
都
大
学
図
3
之

印
の
朱
印 。
各
間
巻
玖
に
「
環
割中
粁
宗
尤
私

抄

之
L 、

第
一

間

奥
書

「
六
稲
第
三

終

/
椅
侍

従
三

位

清
原
宣
賢
私
抄

之

/

号
環
翠
軒
宗
尤

(組問一)」 。
図

瞥
番
号
清
家
文

庫

∞I
P--
N

(
注
3)
此
問
題
K
就
て
は
土
井
洋一
氏
「
抄
物
の
手
控
と
問
書
|口

語
資
料

と
し
て
の
性
格
|」

(
国
文
学
致
第
二
十
四
号
昭
お・
日〉
が
有
る 。

(
注
4)
此
問
題
に
就
て
は
別
稿
を
期
す 。

(
注
5

)

注
1

参
照

。

(
注
6)
そ
の
他
次
例
の
如
く
「
直
解ニ
ハ」
「
直
解
/
心
ハ」
「
談
義ニ
ハ」

「
講
義
/
心
ハ」
と
し
て
三
略
の
本
文
の
文
字
の
異
同
乃
至
は
解
釈
の
相
違

を
述べ
た
例 、
「
直
解」一
二
箇
所
「
講
義」
二
六
箇
所
が
存
す
る 。

O
講
義
不ν
設レ
懐
ト
ス
直
解ニ
ハ
不
盈
杯
ト
ス
(7
ウ
1)

(
注
7)
武
経
七
世官
直
解
写
本
八
冊
の
中 。
図
書
蒋
号二
九
九・
二一
四 、

大
き
さ
二
八・
六
×一
二
・

O
題 、
奥

書
有
り(
略)

。

「
三
略
直
解」
に
は
少
く
も
こ
系
統
の
本
文
が
存
す
る 。
宣
mA
が
引
用
し

た
と
同
じ
本
文
を
有つ
本
と
し
て
は
右
の
他
に
米
沢
図
舎
館
蔵
「
七
番
直

解」
(
日
本
活
字
本
八
冊)
の
中
の
其
が
有
る 。
又
諺
文
交
り
の
朝
鮮
板
で

あ
る
が 、
京
都
大
学
図
舎
館
蔵
「
新
刊
増
補
三
略
直
解」
(
上
之
五
年
乙
丑

仲

夏

京
城
広
辺
坊
市
刊
一

冊
図

書
番

号
幻

サ
6

)

と

同
蔵
河

合
本

「
新
刊
増
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補
三
略」
(一
冊
図
害
容
号
河
合
本
サ
ロ)
と
が
同
系
統
本
に
依
っ
て
い
る 。

服
怒
字
之
吉
校
訂
「
漢
文
大
系」
第
十
三
巻
(
冨
山
房
大
正
l・

日)
所
収

の
其
は
右
系
統
本
と
は
本
文
に
出
入
が
有
り 、
宣
賢
抄
に
引
用
さ
れ
た
も
の

と一
致
し
な
い
部
分
が
存
す
る 。
例
え
ば
抄
中
に
「
直
云」
と
し
て
引
用
さ

れ
た
次
例
が
此
本
で
は
見
え
な
い 。

O
直
解ニ
今
本
皆
作ユ
赤
字一
誤
也
ト
ス
(
7
ウ
l)

O
直
云
此
節
疑
有エ
闘
丸
「
有」
(樋)
誤
弘-
(日
ウ
8)

O
直
云
旧
本
作
往
止
因
飢
今
従
ト
シ
タ
リ

(
n
ウ
5)

O
直
云
上
既
千
里
恐
百
字
皆
千
字
之
誤
也
(M
オ
4)

内
閣
文
庫
蔵
「
武
経
直
解」(
明
刊
本
八
冊) 、同
蔵

「
武
経
直
解」
(
寛
永

二
十
年
刊
本
十
四
冊) 、
島
根
県
立
図
合
館
蔵
「
武
経
直
解」
(
究
永
二
十

年
刊
本
十
二
冊
内
二
冊
欠)
は
漢
文
大
系
本
の
系
統
の
本
文
を
有
す
る 。

(
注
8)
題
祭
剥
落 、
其
跡
に
「
三
略
講
義」
と
墨
書 。
図
舎
番
号
清
家
文
庫

∞lNH・
℃lu 。
茶
色
表
紙
二
六・
四
×
ニ
0・
五
糎 、
有
界
八
行
注
二
行 。

朱
点・
朱
引
有
り 。
表
紙
と
五
十
三
了
ウ
と
に
国
賢
の
所
蔵
朱
印 、
一
丁
に

般
樹
首剛
容
の
朱
印
有
り 。
内
題
「
施
氏
三
略
講
義
巻
三
十一
」
五
十一ニ
了 。

前
十
丁
が
室
賢
築 、
後
は
別
筆
で
あ
る
が 、
傍
訓
返
り
点
の一
一部
は
宣
賢
慾

で 、
上
欄
外
や
行
間
に
自
筆
の
省
込
も
有
る
か
ら 、
前
後
無
関
係
に
成
立
し

た
も
の
で
は
な
く 、
宣
賢
が
誰
か
に
命
じ
て
注
の
本
文
を
舎
写
さ
せ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る 。

管
見
に
入っ
た
「
三
略
講
義」
に
は
他
に
次
が
有
る 。

東
福
寺
霊
雲
院
蔵
本
H

「
三
略
講
義」
写
本一
冊 。
仮
名
抄
三
略
抄一
冊
と

共
に
蔵
さ
る 。
外
題
直
に
「
三
略
全」 。
朱
色
表
紙
二
二・
八
×一
八・
四
題 、

有
界
七
行
注
二
行 。
霊
雲
院
の
朱
印 。
内
K
門
施
氏
三
略
講
義
巻
第
三
十

一
」
と
有
り 。
五
十
四
了 。
終
り
に
史
記
留
侯
世
家
張
良
伝
を
二
丁
に
亘
つ

て
引
用
し 、
其
中
の
九
館
所
の
語
句
に
就
て
ゾ
体
の
仮
名
抄
を
付
載
す
る 。

室
町
時
代
写 。
笠
雲
院
本
は
抜
書
で
京
大
本
の
約
三
分
ニ
の
E
に
な
っ
て
い

て、
「
三
略
秘
抄」
中
に
「
議
云」
と
す
る
も
の
が
此
本
に
は
見
え
な
い
場

合
も
有
る 。
文
京
大
本
と
略
ミ
同
じ

本
文
を
有
す
る
が 、
京
大
本
中
に
「
或

本
五
同
字」
(
お
ウ
3)
「
不レ
害然イ」
(却
オ
8)
等
と
注
記
す
る
別
の
本

文
が
霊
雲
院
本
に一
致
す
る
例
が
存
す
る
所
か
ら
見
る
と 、
両
本
は
別
系
統

の
本
と
い
う
事
に
な
る 。

米
沢
図
書
館
蔵
本
H

「
施
氏
七
番
秘
義」
写
本一
O
冊
の
中 。

内
閣
文
庫
蔵
本
U

林
羅
山
手
校
手
山崎
本
「
施
氏
七
番
諮
義」
写
本一
七
冊 。

刊
本
H

東
洋
文
庫
蔵
元
和
七
年
刊
本・
内
閣
文
庫
蔵
元
和
頃
刊
本・
同
蔵
元

線
十一
年
刊
本・
同
蔵
文
久
三
年
刊
本。

(
注
9)
同
じ

文
章
が
先
掲
「
六
絡
秘
抄」
に
宣
賢
怨
で
「
六
稲
序」
と
し
て

見
え
る 。
但
し 、
本
文
に
少
奥
が
あ
る
外 、
傍
訓・
返
点
に
も
小
異
が
あ

り 、
又
三
略
に
は
存
す
る
行
間
注
記
が
無
い 。

(
注
叩)
此
点
は
後
述
の
良
賢
抄
を
もA口
せ
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が 、
其

事
は
第
三
節
で
扱
う 。

(
注
目)
「
六
割相
秘
抄」
が
「
直
解」
に
依っ
て
い
る
部
分
を
漢
文
大
系
所
収

本
の
其
と
対
比
し
て一
例
示
す 。
ソン

ツイ

O
文
王ハ
后
閣僚
十
二
世
ノ
孫
ナ
リ

文
ハ
詮
号
也
王ハ
追
号
也
回
ト

ハ
狩
猟
ノ

惣
名
也
(
中
略)
文
王
/
出
テ
猟
セ
ン
ト
ス
ル
也
史
編
ト

ハ
周
ノ
太
史
/

官ニ
ナ
ル
名ハ
編
ト

云
モ
ノ
也
卜
ヲ
掌
ル
モ
ノ
也
(4
オ
l)

O
文
王
后
稜
十
二
世
孫 。
(
中
略)
文
詮
号
也 。
王
追ユ
裕
之-
也 。
史
編
周

太
史 。
名
編 。
掌レ
卜

者
也 。
回
狩
滋
之
総
名 。
(
中
略)
文
王
将ニ
出
強- 。

(
2
・
2)

(
注
ロ)
林
秀一
博
士
「
孝
経
述
議
復
元
に
関
す
る
研
究」
(
林
先
生
学
位
論
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文
出
版
記
念
会
昭
お・
8)
出
雲
朝
子
氏
「
清
原
家
の
孝
経
抄
諸
本
に
つ
い

て
|

治
家
抄
物
の
性
格
|」

(
図
語
学
第
四
十
五
松
岡
鉛・
6)
尚
拙
稿「清

原
宣
賢
抄
「
孝
経
秘
抄」
に
つ
い
て
!

宣
賢
抄
物
の
国
語
資
料
と
し
て
の
性

格
|」

(
愛
媛
大
学
教
育
学
部
「
国
文
学
研
究
会
報」
第
三
O
号
昭
幻・
6)

が
有
る 。

(
注
目〉

「
直
解」
と
「
講
義」
と
で
は 、
原
文
と
悶
じ
内
容
の
事
を
述べ
る

場
合 、
次
例
の
如
く
前
者
は
原
文
と
別
の
語
を
用
い 、
後
者
は
同
じ
語
を
用

い
る
傾
向
が
有
る 。
此
為
法
本
的
な
部
分
は
「
直
解」
の
方
を
訓
み
下
す
事

が
多
い
も
の
と
解
さ
れ
る 。

ーシ
ーを
てアATワタす
の
舎
を

のーと

O
委1
曲
弄レ
文
以
危--
其
君-
田正
斜エ
園
姦-
(
本
文
お
ウ
2)

委
曲ハ
タ
ワ
シ
タネ
ン
コ
ロ
也
文
法
ヲ
弄
〆
其
君
ヲ
危
ス
是
翻
図
姦
ト

ハ

是
ヲ一
国
ノ
姦
人
ト

云
也
(
宣
賢
抄
お
ウ3〉

委
曲
弄
其
文
法 。
以
危
殆
在
上
之
君 。
是
認一
図
之
姦
人
也 。
(
直
解
鈎

オ
4)
11

ナイカシロスル
ヲ

レ委
曲
奔レ
文
所ι
以
欺レ
下
而
問予

上
故
以
危--其
君-
此
好
臣
也
故
円正
前--

図
好-
(
講
義
お
ウ
5)

(
注
比)

「
孝
経
秘
抄」
の
場
合
K
も 、
注
釈
苔
「
孝
経
述
議」
の
抜
舎
で
あ

る
漢
文
抄
宣
賢
畑中
「
孝
経
抄」
(
大
東
急
記
念
文
庫
蔵 、
写
本一
冊)
が
現

存
し 、
又
現
存
「
孝
経
述
議」
は
識
語
か
ら
宣
賢
が
若
い
頃
所
持
し
て
い
た

事
が
知
ら
れ
る 。
注
目
所
掲
諸
論
考
を
多
照 。

(
注
目)
京
都
大
学
図
書
館
蔵
宣
資
自
筆
写
本
ニ
冊・
五
冊
(
計
七
附)

(出在
日)
曲
礼
抄
京
都
大
学
図
舎
館
蔵
宣
賢
自
筆
写
木一
冊 、
月
令
抄

京
都
大
学
図
書
館
蔵
写
本
二
冊

(
注
げ)
因
み
に
本
抄
仮
名
交
り
の
説
明
の
部
分
に
見
え
る
漢
字
で 、
音
訓
が

傍
記
さ
れ
て
い
る
例
は一
五
箇
所
存
す
る
が 、
其
中
九
箇
所
は
注
釈
舎
に
依

っ
て
い
る
漢
字 、
四
例
は
他
の
注
釈
舎
(
後
述
の
良
賢
抄)
に
依っ
て
い
る

漢
字
で
あ
る 。
其
他
の
漢
字
に
音
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
例
に
過
ぎ
な

い 。
此
処
に
抄
物
手
控
の
音
訓
傍
記
の
性
格
が
窺
わ
れ
る 。

(
注
目)
吉
田
金
彦
先
生
「
論
語
建
武
本
四
年
点
の
簸
音
語
集
か
ら」
(
か
が

み
第
七
号
昭
幻・
3)

(
注
目)
三
略
本
文
は
宣
資
抄
白
銀
「
三
略
秘
抄」
に
依
る 。
以
下
同
じ 。

(
注
却)
抄
物
の
文
体
に
就
て
は
寿
岳
草
子
氏
「
史
記
抄
の
文
章」
(
国
語
国

文
昭
似・
5)
が
あ
る 。
宣
RH
以
外
の
人
の
手
に
な
る
抄
物
の
文
体
に
就
て

は
別
に
考
え
て
み
た
い 。

(
注
幻)
宣
賢
抄
物
の
中
国
側
注
釈
舎へ
の
依
拠
に
就
て
考
察
し
来っ
た
訳
で

あ
る
が 、
此
に
関
し
て一
の
事
を
付
加
え
て
置
く 。
其
は
抄
者
不
明
の
抄
物

の
抄
者
推
定
の
方
法
に
就
て
で
あ
る 。
従
来
此
場
合 、
其
抄
物
と
抄
者
の
既

に
明
ら
か
な
抄
物
と
を
比
較
し
て、
抄
中
に
類
似
の
説
明
が
存
す
る
事
を
根

拠
と
する
方
法
が
行
わ
れ
る
一等
が
有っ
た 。
併
し
説
明
の
類
似
の
中
に
は
同

一
の
注
釈
舎
に
依
拠
し
た
事
に
由
る
も
の
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら 、

其
点
を
見
極
め
た
上
で
の
判
断
が
必
要
と
い
う
事
に
な
る 。

(
注
包)
か
か
る
類
似
は
他
に
も
多
い 。
次
K
若
干
例
示
す
る 。

O
奇
兵
ヲ
ツ
カ
ハ
ン
ト

云
テ
ハ
「
正
兵
ヲ
ツ
カ
イ」
(鮎鳩)
正
兵
ヲ
ツ
カ
ハ

ン
卜

云
テ
ハ
奇
兵
ヲ
ツ
カ
フ
ヘ
シ
云
イ
タ
キ7
、
ニ
云
テ
敵
ヲ
ア
ヤ
7-7
シ

ム
ヘ
シ
(
時
経
悶
6
ウ
2)

奇
兵
ヲ
ツ
カ
ン
ト

云
テ
ハ
正
兵
ヲ
ツ
カ
イ
正
兵
ヲ
ツ
カ
ハ
ン
ト

云
テ
ハ
奇
兵

ヲ
ツ
カ
イ
云
イ
タ
イ
7
、日一
云
テ
敵
ヲ
ア
ヤ
マ
タ
シ
ム
ヘ
シ(
宣
賢
日
オ
7)

ハナ
をアヤマテ

放レ
言
過
之
(
本
文
叩
ウ
6)

ホシ一イママエシ

開
放
浪
之
言 。
則
過
論
之 。
恐
惑
衆
也 。
(
直
江
ウ
7)

兵
有=
奇
正-
々
不レ
柚F
窓
則
価値
之
以レ
奇
故
又
放レ
言
過レ
之
所下
以
出ユ
其
不
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意-
四
網
羅￡
(
講
B
ウ
4)

O
亙
ハ
ミ
コ
カ
ン
ナ
キ
ノ
類
也
統ハ
禰
宜ハ
ウ
リ
也コ
レ
等
ヲ
禁
制
Y
吏
士

ニ
軍
/士ロ
凶
ヲ
ウ
ラ
ナハ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
(
尊
経
閣
ロ
ウ
5)

基
ハ
ミ
コ
カ
ン
ナ
キ
也
統ハ
禰
宜
ハ
ウ
リ
也コ
レ
ヲ
禁
制
〆
寧
ノ士口
凶
ヲ
ウ

ラ
ナ
ハ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
(
宣
賢
叩
ウ
7)

シ

を

タメに

ウ一一フナヒ'ハシムんこと

を

禁-一
志丁
統-
不レ
得下
再周ユ
吏l
士-
ト刷

問
寧

之士口
凶ム
(
本
文
叩
ウ
6)

禁
止
亙
航
之
人 。
不
得
奥
交
士 。
卜

問
軍
中
之士口
凶 。
(
直
幻
オ
8)

ん
ニ

ヲ

亙1
航
有レ
ト古ヱ

渉レ
可レ
疑
易-一
以
惑v
人越市ν
之
使レ
不レ
得三
潟
吏
士
ト

問ユ
軍

之
吉
凶-
(
諮ロ
ウ
7)

(
注
お)
尊
経
閣
本
に
存
し 、
宣
賢
抄
に
は
存
し
な
い
「
講
義」
の
引
用
或
い

は
其
に
依
る
仮
名
交
り
文
の
例 。

O
活
態
骨官
以レ
是止ロエ
夫
種
二矢
武
渉
亦
以
是止口
斡
信
失
二
子
不
従
終
於
喪
身

(
尊
経
印
ウ
7)

||
講
義
路
オ
2
の
引
用 、
宣
賢
抄
に
は
見
え
な
い 。

O
春
夏ハ
万
物
生
長
y
天
地
沖
和
ノ
気
盛
也
秋
冬
ハ
万
物
成
熟
〆
天
地
縁
凝

アアマ

ノ
気
鍾
リ

(
尊
経
3
ウ
叩)

ナリ

時
速
春
夏
物
以
之
生
而
天l
地
沖l
和
之
気
於レ
此
乎
咋統
的吋
巡
秋
冬
物
以
之
成

《ママ》ナ

リ

而
天l
地
巌1
凝
之
気
於
是
乎
鐙
(
諮
3
オ
4) 、
官一
賢
抄
に
は
見
え
な
い 。

宣
賢
抄
に
存
し 、
尊
経
閣
本
に
存
し
な
い 、
中
国
側
注
釈
舎
に
依っ
た
仮
名

交
り
文
の
例
(
直
接
引
用
の
例
は
略
す) 。

そトッ

タイ

O
道
徳
仁
義
礼
ノ
五
ハ
天ニ
原
心ニ
具
テ
其
体
ハ一
也
(
宣
賢
犯
オ
7)

道
徳
仁
義
積
五
者 。
原
於
天 。
而
具
於
心 。其
健
則一
也
(
直
泊四
オ
8)

道
徳
仁
義
ノ
五
ハ
・

人
/一
体
/
如
シ
(
尊
経
n
オ
叩)

O
賢
ヲ
求
メ
士
ヲ
用
ヰ
ン
ニ
ハ
設
礼
食
ト

云
法
ヲ
用ヘ
シ
姦
ヲ
除
キ
詐
ヲ
分

ケ
ン
ニ
ハ
別
姦
雄
ト

云
法
ヲ
用へ
シ
盛
衰
ヲ
観
得
失
ヲ
皮
ラ
ン
ニ
ハ
若
成
敗

ト
云
桧
ヲ
用へ
シ
(
宣
賢
お
オ
3)

欲-一
求レ
眠μ
用予
士
則、必
以下
上
略
之
所目
以
設ニ
礼
党-
者A
a周レ
法
欲ニ
除レ
好

去予
詐
則
必
以下
上
略
之
所日
以
別
主貯l
雄
者主
再周レ
法
欲
r
観ニ
盛
衰一
度中
得

失主
則
以下
上
略
之
所』
以
著レ
成1
敗
者￡
居周レ
法
(
講
義
幻
オ
3) 、
尊
経
悶
本

に
は
見
え
な
い 。

(
注
但)
尊
経
閤
本
の
方
が
簡
略
で
あ
る
事
を
部
分
を
以
て
例
示
す
る 。

O
匡
ーーー

八
極
ノ
遠
ヲ
匡
シ
正
シ
九
夷
/
外
ヲ
密
定
ス
ヘ
シ(
尊
経
4
オ
6〉

匡
正
八
極
密
定
九
夷
ト

ハ
八
極
ト

ハ
四
方
四
維
ノ
キ
ハ
7
リ

愈ル
処
ヲ
云
九

夷
ト

ハ
吠
夷
子
夷
方
夷
黄
夷
赤
夷
元
爽
風
夷
陽
夷
ヲ
云
八
極
ノ
遠
ヲ
匡
シ
正

シ
九
爽
ノ
外
ヲ
密
定
ス
ル
也
(
宣
賢
6
ウ
6)

八
極
者 。
四
方
四
維
之
牽
慮
也 。
九
夷
者 。
欧
夷
子
夷
方
夷
黄
夷
白
夷
赤
夷

元
夷
風
爽
陽
夷
是
也
(
直
6
ウ
4)

ヲ

ノ

ヲ

使-一
八
極
之
逮
各
師-
故
匡--
正
九
夷
之
外-
亦
可エ
以
密
定一
(
諮
3
ウ
6)

(
注
お)
尊
経
附樹
木
の
抄
中
の
漢
文
の
直
接
引
用
(
約
四
十
箇
所)
は
後
述
の

一
例
を
除
い
て
総
て
「
講
義」
か
ら
の
其
で
あ
り 、
次
例
の
如
く
宣
賢
抄
で

「
直
解」
を
利
用
す
る
部
分
が
部
経
閣
本
の
抄
で
は
「
講
義」
を
利
用
し
て

い
る
例
も
多
い 。

O
信
如
天
如
地
乃
可
使
人
ト

ハ
・

食
モ
間前
モ・
共ニ
信
ア
ル
事
天
地
ノ
如
y

人
ヲ
使
ヘ
シ・
講
義ニハ
可
レ
御レ
人
ト

ア
リ・

天ハ
・

春
夏
秋
冬
ノ
期
ヲ
失

フ
コ
ト

ナ
シ・
地
ハ
生
長
牧
議
ノ
時
ヲ・
失
フ
コ
ト

ナ
シ
(官一
賢
時
ウ
2)

如
天
之
春
夏
秋
冬
不
失
其
期 。
如
地
之
生
長
枚
議 。
不
失
其
時 。
(
直
げ
ウ

7)

 

如
天
||

信
ア
ル
コ
ト・

天
地
ノ
カ
ハ
ラ
サ
ル
ヤ
ウニ
有ヘ
シ・
春
夏ハ
・

陽ニ
テ
食
/
方
也・
秋
冬ハ
陰ニ
テ
罰
ノ
方
也
(
尊
経
9
オ
3)

天
有ユ
陰
陽-・
所副
以
篤ユ
賞
罰-
也・
春
夏
居周
し防・
秋
冬
ap
陰(
諮
U
オ
8)

O
聖
人
綜
天
ト

ハ
・

天
道
ハ
無
気ニ
〆
化
ヲ
成ス
・

聖
人ハ
・

無
担珂ニ
y-
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治
ヲ
成
ス
也・
賢
者
法
地
ト

ハ
・

地
道
ハ
・

生
長
ノ
功
ヲ
ナ
ス・
賢
人ハ
・

安
民
/
治
ヲ
ナ
ス
也・
智
者
師
古
ト

ハ
・

智
者
ハ
・

古
人
/
法ニ
循
ヒ
古
人

/
轍
ヲ
路
也
(白日中
同月
日記
ウ
3)

天
道
無
潟
市
成
化 。
聖
人
熊
篤
而
成
治 。
賢
人
法
地
而
行 。
地
道
有
為
方
成

生
長
之
功 。
賢
人
亦
有
国周
方
成
安
民
之
治
(
直
叩
ウ
叩)

天
道ハ
不
争
シ
テ
普
勝
モ
ノ
也
聖
人
ノ
兵ハ
黙
然
ト
y
無
形
/
中ニ
化
ス
ル

也
賢
||

地
道ハ
静-

一

〆
重
厚
也・
塑(
許
出)
人ハ
兵
ヲ
軽々
シ
ク
不
用

y
ヲ
モ
/\
シ
ク
ツ
カ
フ
是ハ
無
形-一
勝
ツ
事ハ
エ
セ
ス
ハ
ヤ
逃ニ
ア
ラ
ハ

ル
、
也・
智

lli
智
者ハ
我
カ
智
ヲ
モ
テ
古
人
ノ
法ニ
循
イ
古
人
ノ
股
ヲ
路

テ
右
f
師
ト
ス
ル
也
(
尊
経
凶
ウ
9)

Y

/スルエ

天1
道
不レ
争
而
普
勝
(
中
略)
黙
化ニ
元
形
之
中-
也(
中
略)
不ル
能
而
其
兵

ユ

ノ

マ
サ
レ
ル
邑『

未レ
免
於ニ
有1
迩-
然
亦
不レ
可ユ
以
経t
用-
故
以レ
持レ
重
篤レ
向
・

亦
知ニ

ナルカ

前九J)
地
之
成レ
形
専
静
而

重
厚-
(
中
略)
智
者
師レ
古
則
以
其
苧
而
後
能

必
「
循」
エ(備鳩)
其
札一
路ニ
其 …札-
(
諮お
ウ
3)

O
良
工
商
買
ヲ
四
民
ト

云
(
宣
賢
川町
オ
5)

段
工
商
頁 。
詞
之
四
民 。
〈
直日
ウ
4)

士
良
工
商
ノ
四
民
カ
(
尊
経
お
オ
叩)

土
良
工
高
四
民
(
議
日
オ
2)

殆
ど
全
体
が
「
講
義」
に
依
拠
し
て
い
な
が
ら 、
中
に
は
次
の
如
く
尊
経
悶

本
の
抄
の
本
文
が
原
文
及
び
「
講
義」
に一
致
せ
ず
「
直
解」
に一
致
す
る

例
も
若
干
存
す
る
が 、
此
等
は
概
し
て
単
語
の一
致
に
留
ま
り
偶
然
の一
致

と
考
え
ら
れ
る 。
「
直
解」・
「
講
義」・
本
文
の
何
れ
に
も一
致
し
な
い
抄
者

自
身
の
語
も
多
く
存
す
る
か
ら 、
此
の
場
合
は 、
其
が
側
々
「
直
解」
の
方

κ一
致
し
た
と
見
ら
れ
る 。

ω
本
文・
「
講
義」
と
は
別
誌
で
「
直
解」
に一
致
す
る
例

O
軍
卒
ヲ
ヒ
ツ
ス
ヘ
テ
我
カ
ハ
カ
ラ
イ
ニ
シ
勢
ヲ
持
者
ハ
大
将
也
(
尊
経
9

オ
6)

夫
総
統
三
軍
健
持
威
勢
者
大
将
之
櫨
也
(
直
凶
オ
7)

ソレスヘ
をlスん
をそノulナリ

夫
統レ
軍
持レ
勢
者
終
也
(
本
凶
ウ
5)

「，ハ

ヲ

1』B--

総-一
兵
之
檎-
則
在エ
於
将】
(
諮
問叫
オ
l)

他
の
例
は
次
の
通
り
(
括
弧
内
は
本
文・
「
諮
義」
の
形)
で
あ
っ
て、
此

等
も
注
釈
舎
と
は
無
関
係
に
用
い
ら
れ
偶
然一
致
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

倦
怠(
倦)・
士
卒(
士)・
空
鹿(
虚)・
威
勢(
威)・
賢
人(
賢)・
安
寧(
寧)

・
乱
闘(
乱
邦)・一
人(一)・
百
人(
百〉・
万
人(
万)・
敵
国
/
風
俗(
園
俗)

仰
木
文・
「
諮
義」
に
は
見
え
な
い
語
で 、
「
直
解」
に一
致
す
る
例

O
士
卒
カ
上
ノ
刑
罰
ヲ
軽
シ
メ
テ
(
尊
経
9
ウ
4)

士
卒
軽
上
之
刑
(
直
ω
オ
1)

す
を

士I
卒
向日レ
刑
(
本
ロ
オ
4)

ヲ

士
卒
所コ
以
制ザ
刑
(
議
日
オ
8)

類
似
の
例
に
「
兵
根
/
多
少」
「
常
/
法」
「
分
別」
「
王
者
ト

ハ
三
王」
「
君

ノ
徳」
が
存
す
る
が 、
此
等
も
前
後
の
意
味
か
ら
独
自
に
使
用
し
得
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る 。

ω
漢
文
体
の
引
用
が
「
直
解」
に一
致
す
る
例

。
樵
||

採
薪
日
樵
取
草
日
積
(
尊
経
日
ウ
2)

采
薪
日
樵
刈
草
臼
務
(
直
幻
ウ
3)

セウ
ソシ

樵l
議
(
本
幻
ウ
5)

樵
諸相
之
民
(
議出
オ
6)

か
か
る
例
は
此一
例
の
み
で
問
題
が
あ
る 。
尊
経
問
中阜
の
抄
者
が
用
い
た

「
講
義」
に
も
此
句
が
存
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が 、
現
存
京
大
本・
東
福

寺
宣
雲
院
本・
内
閣
文
庫
蔵
写
本
及
び
刊
本
三
穫
の
「
講
義」
中
に
は
存
し
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な
い 。
併
し
此
説
明
は
辞
令
類
に
依
れ
ば
史
記
の
注
に
見
え
る
と
あ
る
か
ら

「
直
解」
を
利
用
し
な
く
て
も
舎
き
得
る
も
の
で
あ
る 。

(
注
お)
小
林
芳
規
先
生
「

偲純一時時
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究」
(
東
京

大
学
出
版
会
昭
必・
3)
に
依
る
と 、
三
略
の
訓
読
に
は
藤
原
家
訓
と
菅
原

家
訓
と
が
あ
り 、
室
町
時
代
の
点
本
に
は
両
都
の
種
々
の
取
合
せ
が
存
す

zv 。

清 原 宣 資 自 筆 「 三 略 秘 抄」 の 本文 の 性 格 11:: 就 て
(
注
幻
)

阿
恕
隆
一

博
士

「
室
町
時
代

邦
人
撰
述
孝
経
注
釈
嘗
考
」

(
大
倉
山

論
集
第
八
輯
昭お
・

7
)

向
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注

釈

番
考

(
上
)
(
下
)
」
(
斯
道
文
庫
論
集
第
二

鰐
昭
総
・

3

第
三
輯
昭
叩
・

3
)

尚
足

利
街
述
氏
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
問
7・
ロ)

多
照
。

引
用
は

「
孝
経
注
釈
番
考
」
一
一
一
一
一

頁

(
注
部〉
注
ロ
林
秀
一

博
士
の
箸
舎
に
依
る 。

(
注
mm
〉

滋
賀
県
「
滋
賀
県
史
」
(
悶
3
・
3
)

第
三
巻
一

四
頁
。

尚
佐
々

木
一

族
に
就
て
は
本
書
及
び
「
近
江
蒲
生
郡士山」
(
浦
生
郡
役
所
大
正
日・
2)

に
詳
し
い 。
此
両
容
に
就
て
は
福
尾
猛
市
郎
先
生
に
御
教
示
戴
い
た 。

(
注
叩)
表
紙
裏
に
小
さ
な
添
付
紙
が
有
り
「
後
光
厳
院
「
琴
山」

(咽)」
と

あ
る
か
ら 、
琴
山
(
古
筆
了
佐)
は
震
怨
と
見
て
い
る 。

(
注
幻)
四
成
金
書
総
目
提
要
九
十
九 。
「
市
立
米
沢
図
舎
館
善
本
解
題」
〈
市

立
米
沢
図
書
館
昭
お・
8)
参
照 。

(
注
担
)

足
利
街
述
氏
先
掲
害一
九
五
頁、
和
島
芳
男
博
士
「
中
世
の
儒
学」

(
吉
川
弘
文
館
昭ω・
3)
一

六
九
頁、
小
林
芳
規
先
生
先
掲
書
一

四
三
六
頁

(
注
お
)

和
島
博
士
先
掲
舎一
七
一

一具 、
阿
部
侍
士
先
掲
論
文

「
論
語
友
子」

(
上)
五
八
頁。
尚
此
没
年
月
日
は 、
康
富
記
文
安
元
年
十
月
廿
九
日
の
「
常

宗
調
門
十
三
回
之
正
忌
日
也」
に
依
る
も
の
で
あ
る 。

(
注
鈍)
良
賢
抄
が
本
文
又
は
注
釈
舎
の
表
現
を
変
え
て
い
る
例
を
若
干一不

す 。O
人ハ
エ
知
ラ
サ
ル
モ
/
也
(
良
3
ウ
9)

シ

こと

莫--
抽出
知-
(
木
6
オ
4)

O
爵
ヲ
ア
タヘ
(
良
7 ，ゥ
9)

シ
'l'を

以レ
爵
(
本
M
オ
2〉

O
君
臣
共ニ
賢
人ニ
〆
信
ヲ
以
テ
ア
シ
ラ
フ
ホ
トニ

君ハ
臣
ヲ
疑
ハ
ス
(
良

時
ウ
7)

臣
主
倶
賢
以
レ
信
相
遇
故
君
不
レ
疑
ユ
其
臣-

(
諮
初
オ
4
)

(
注
目山
)

注
30

(
注
目却)
孝
経
抄
物
に
於
る
良
賢
抄
と
宣
賢
抄
と
で
は 、
文
末
部
に
「
云
也」

(
良)
1「

云」
(
宣) 、
「
ナ
リ」

(
良)
|

「
云」
(
宣)
の
対
応 、
提
示
の
言

い
方
に
「ハ」
(
良)
1「
ト

ハ」
(
宣)
の
対
応
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て、
一二

略
抄
の
場
合
と
相
違
す
る 。

(
注
幻)
三
略
抄二
本
間
の
相
違
は
他
に
も
存
す
る
が 、
中
で
次
の
如
き
例
が

注
意
さ
れ
る 。

l
良
賢
抄
名
詞
|

宣
賢
抄
形
容
動
詞

聖
明
ノ
人
(
良
日
オ
1)

聖 一
明
ナ
ル
人(
宣
初
オ
4)

2
良
賢
抄モ
i

宣
賢
抄ハ

城
郭モ
入
ラ
サ
ル
也(
良
4
ウ
3)

室
宅モ
入-7
サ
ル
也
(
良4
ウ3
)

園
モ
富
有ニ(
良
7
オ
7
)

家
モ
娯(
良
7
オ
7)

3 
良
資
抄
能
動
l

宣
賢
抄
受
動

弱ハ
人ニ
下
テ
慰
般ニ
ア
ツ
カ
フ

ホ
トニ

人
カ
助ル
也(
良
3
ウ
5)

城
郭ハ
入
ラ
サ
ル
也(
宣
7
ウ
3)

窓一
宅ハ
入
ラ
サ
ル
也(
宣
7
ウ
3
)

図ハ
富
有ニ
(
宣
ロ
ウ
6
)

家ハ
祭
ム(
宣
ロ
ウ
6)

ウ
テ
弱
キ
者ハ
人ニ
下
テ
イ
ン
キ
ン

ニ
ア
ツ
カ
フ
ホ
ト

ニ
人ニ
助
ケ
ラ
ル
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、
也(
宣
5
ウ
4)

怨
ヲ
ナ
ス
者
カ
攻
也(
良
3
ウ
5)
怨
ヲ
ナ
ス
者
ノ
タ
メ
ニ
攻
メ
ラ
ル
、

也(
宣
5
ウ
5)

其
園ハ
他
国ヨ
リ

剣
リ

取
ラ
ル
、

也(
宣
8
オ
6)

共
/
国
ヲ
他
薗ヨ
リ

制
テ
取
也

(
良
4
ウ
9)

4

語
版
の
相
違

久
ク
ム
サ
/\
ト(

良
6
ウ
7)

ム
サ
/\
ト

久
ク(
宣
日
ウ
6)

闇
ヲ
コ
ナ
タ
へ(山政
6
ウ
8)

コ
ナ
タ
ヘ
ハ
図
ヲ(
宣
日
ウ
7)

尚
4
は
孝
経
抄
二
本
間
に
も
認
め
ら
れ
る 。
3
も
認
め
ら
れる
が
逆
例
も
存

す
る 。

(
注
お)
和
語
と
字
音
語
と
か
ら
な
る
級
会
誇
は
下
部
要
素
に
依
って
分
け

た 。
例
え
ば
「
努
シ
カ
ユ
ル」
は
和
語
と
し
て
処
理
し
た 。
但
し
か
与
る
例

は
極
め
て
少
数
で
あ
る 。

(
注
鈎)
惟
高
妙
安
の
「
詩
学
大
成
抄」
(
詩
淵一
滴)
の
仮
名
交
り
文
の
部

分
に
は 、
「
詩
学
大
成」
本
文
の
二
行
容
き
さ
れ
た
説
明
の
部
分
を
訓
み
下

し
た
の
に
近
い
例
が
少
か
ら
ず
存
す
る 。
(
拙
杭「
市
立
米
沢
図
舎
館
蔵「
詩

学
大
成
抄」
(「
詩
淵一
滴」)
に
就
い
て」
(
国
語
国
文
昭
必・
9))

(
注
ω)
此
点
に
就
て
は 、
大
塚
光
信
氏
「パ
四・
7
四
の
音
便
形」
(
国
語

国
文
昭
鈎・
3) 、
鈴
木
丹
士
郎
氏
「「
か
ま
び
す
し」
の
活
用
と
そ
の
怠

味」
(
国
語
学
第
臼
輯
昭
ω・
9〉
に
於
て
注
目
さ
れ
て
い
る 。

(
注
HU)
康出品
開
書
奥
云
/
常隙
御
時前
臆
永
廿
四
六
廿
七
三
十
各
終
了
去
年
正

月
/
末ヨ
リ

/
始一玄
々
今
年7
テ
左
停
ヲ
八
度
被
讃
云々
一
部
ノ
功
ヲ
終
事

也
其
外
/
上
軟
中
軟
斗
又
始
斗
後
斗
ト

所
望
/
仁
不
可
勝
斗
云々
(
抗告
二
十

九
巻
首
遊
紙)

貨車両
院
議代租
後
賓
院
誌父
守
御
諮
問問
書
井
予
/
侍
議
席
終
全
部
之
間
合

且
正
義
直
解
以
下
引
合
之
抄
之
/
の
不
修
飾
言
詞
不
及
草
案
後
日
清
書
之
時

可
直
改
/
而
己
「
清」(掴)
侍
従
三
位
「
入
道」
(糊)
消
原
宣
賢
/
環
翠
軒

宗
尤
(
花
押)
(
巻
二
十
九
奥
舎)

(
附
記)
本
稿
の
要
旨
は
昭
和
四
十
三
年
度
春
季
国
語
学
会(
東
京
都
立
大
学)

K
於
て
発
表
し
た 。
稿
を
為
す
に
当
り
重
松
信
弘
先
生・
土
井
忠
生
先
生・

築
局
総
先
生・
小
林
芳
規
先
生
始
め
諸
先
生
方
の
御
指
導
を
恭
う
し
た 。
又

京
都
大
学
図
書
館・
時
経
閣
文
庫・
内
閣
文
庫
始
め
関
係
所
蔵
者
各
伎
の
芳

情
を
賜っ
た 。
記
し
て
感
謝
し
奉
る 。

-
安
田
女
子
大
学
講
師
|
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